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め
ざ
す
』
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
５
年
間
、
本
市
に
と
っ
て
極

め
て
重
要
な
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

ま
ず
、
本
市
で
は
、
今
年
度
か

ら
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
５
年
間
、「
心
ゆ
た

か
な
環
境
創
造
の
宇
土
市
」
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

結
果
、
昨
年　

月
１
日
の
国
勢
調

１０

査
で
は
、
本
市
の
人
口
は
３
８
０

２
２
人
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
下
の
都
市
で
は
、
最
も
高
い

人
口
増
加
率
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
こ
に
来
て
若
干
、
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
勢
は
、
そ
の
都
市
の
人
口
増

に
あ
る
と
の
思
い
か
ら
、
私
は
今

回
の
選
挙
に
あ
た
り
、
公
約
の
柱

と
し
て『「
定
住
と
交
流
都
市
」
を

　

新
緑
の
候
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
４
月
２
日
執
行
の
宇
土

市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、

引
き
続
き
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

誠
に
光
栄
に
思
い
ま
す
と
同
時

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
そ
の
責
任

の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

宇
土
市
長

田
口　
信
夫

後
期
基
本
計
画

後
期
基
本
計
画
ががス

タ
ー

ス
タ
ー
トト

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��

　

あ
ら
た
め
て
、
就
任
に
あ
た
り
、

市
政
に
取
り
組
む
決
意
の
一
端
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
平
成　

年
春
に
は
、

２３

九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
し
ま
す
。

　

私
は
、
宇
土
市
こ
そ
新
幹
線
効

果
を
最
も
活
か
せ
る
地
理
的
優
位

性
を
持
つ
地
域
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
準
備
と
し
て
、

す
で
に
着
手
し
て
い
ま
す
宇
土
駅

周
辺
の
整
備
を
急
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

宇
土
駅
東
側
の
開
発
未
利
用
地

は
、
地
方
拠
点
都
市
の
拠
点
整
備

地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、

数
社
か
ら
ホ
テ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、

レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
の
開
発
計
画

の
打
診
が
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
民
間
の
開
発
を
誘
導
す

る
た
め
、
宇
土
駅
周
辺
の
道
路
ア

ク
セ
ス
の
整
備
に
も
力
を
注
い
で

宇
土
駅
周
辺
の
整

宇
土
駅
周
辺
の
整
備備

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
宇
土
か
ら
福
岡
都
市

圏
へ
の
通
学
、
通
勤
圏
と
な
る
こ

と
を
売
り
出
す
た
め
、
駅
周
辺
に

無
料
駐
車
場
の
確
保
も
考
え
て
い

ま
す
。

西
部
地
域
の
過
疎
化
対

西
部
地
域
の
過
疎
化
対
策策

　

一
方
、
西
部
地
域
の
過
疎
化
対

策
は
、
市
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を

考
え
た
場
合
、
極
め
て
重
要
で
あ

り
ま
す
。
半
島
地
域
の
振
興
は
熊

本
都
市
圏
と
の
時
間
・
距
離
短
縮

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
域
高
規
格
道
路
、

熊
本
・
宇
土
間
の
整
備
促
進
を
要

望
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成　

年
１９

度
に
は
、
一
部
工
事
に
着
工
す
る

見
通
し
が
つ
き
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
い
完
成
に
向
け
、
今

後
も
強
力
な
要
望
活
動
が
必
要
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

と
し
て
、
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
、
少
子
化
対
策
、
子
育
て

支
援
へ
の
一
層
の
取
り
組
み
、
快

適
な
生
活
環
境
の
整
備
、
特
色
あ

る
教
育
、
文
化
の
振
興
、
商
工
業

先
進
的
事
業
の
推

先
進
的
事
業
の
推
進進

の
育
成
支
援
、
農
漁
業
の
振
興
、

優
良
企
業
の
誘
致
な
ど
、
ど
れ
を

と
っ
て
も
、
全
国
に
誇
れ
る
先
進

的
な
取
り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
４
月　

日
、
本
市
の
シ

２８

ン
ボ
ル
的
な
企
業
と
し
て
繁
栄
し

て
お
ら
れ
た
日
本
合
成
の
新
工
場

建
設
が
本
市
へ
決
定
の
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
誠
に
ご
同
慶
の

至
り
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
他
県
と
の
誘
致
合

戦
を
し
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
感

無
量
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

新
工
場
は
、
世
界
に
２
社
の
み
製

造
で
き
る
最
先
端
の
技
術
を
駆
使

し
た
液
晶
分
野
の
工
場
で
今
後
、

大
き
な
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
朗
報
を
就
任
を
機
に
、
お

伝
え
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、

宇
土
市
の
一
層
の
飛
躍
と
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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問い合せ先　市都市計画課都市整備係　��１１１１（内線２４２１）��６０３１

宇土駅周辺地区の整備計宇土駅周辺地区の整備計画画

このイメージ図はワークショップでの最終決定であり、
事業完成図ではありません。（平成１８年３月現在）

宇土駅周辺地区　まちづくりの目標
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●目標１　駅東西の連携強化による、駅東側からの新しい玄関口づくり
●目標２　交通環境の改善による、駅西側の玄関口の再生
●目標３　市民と行政との協働によるまちづくりの展開

中長期の将来ビジョン

　市民と行政が協働で、駅東側（市街化が進む国道３号）と駅西側（中心市街地）の両方に向いた宇土市の玄
関口の形成を行い、交通網の整備改善と商業系土地利用の推進を図ります。

よりよい発展をめざし

　宇土駅周辺地区の整備計画では、宇土市民と行政との協働
によるまちづくりを進めるため「宇土駅周辺地区の将来のまち
づくりイメージに関するワークショップ（平成１７年９月～平
成１８年２月）」を開催し、多くの市民の方の意見を伺いながら
検討してきました。
　これからも、市民の皆さまとともによりよい発展をめざし
ていこうと思います。
　今後のまちづくりへのご参加をお待ちしております。

市民、行政との
協働によるまちづくり

活発な意見が飛び交ったワークショップ

駅西側から見たイメージ図
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住
み
よ
い
地
域
社
会
の
確
立
の
た

め
警
防
、
予
防
、
救
急
、
救
助
体

制
の
充
実
、
消
防
防
災
施
設
の
充

実
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

宇
土
市
で
発
生
す
る
災
害
（
火

災
・
救
急
・
救
助
・
風
水
害
等
）

は
宇
城
消
防
署
本
署
（
以
下
：
本

署
）
と
網
田
分
署（
以
下
：
分
署
）

の
署
員
計　

人
が
中
心
と
な
り
、

４２

市
民
の
大
切
な
命
と
貴
重
な
財
産

を
守
り
ま
す
。

　

宇
土
市
、
宇
城
市
、
城
南
町
、

富
合
町
、
美
里
町
の
二
市
三
町
を

管
轄
す
る
宇
城
広
域
消
防
本
部
の

消
防
署
員
は
１
５
２
人
。

　

１
本
部
・
１
署
・
７
分
署
で
日

夜
発
生
す
る
各
種
災
害
か
ら
地
域

住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守

り
、
ま
た
、
安
全
で
安
心
で
き
る

　一刻を争う処置が患者の生死を分ける救急現場。い
ざというときには、一刻も早い対応が必要です。
　宇城広域消防本部では、現場到着まで平均６分以内
を目標に初動体制の強化に努めています。

宇
土
市
の
管
轄
は

宇
城
消
防
署
本
署
と
網
田
分
署

救
急
活
動
の
現
状
を
探
る

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　救急車の出動件数が年々増加しているため、救急車の出動が重複し、１
秒を争う生命に危険がある傷病者を待たせてしまう事態が発生しています。
　その中でも、出動件数の４割以上が入院の必要のない「軽症」であった
り、「救急車で病院に行けば待たずにすむ」など安易な要請でした。貴い命
を救うためにも救急車の適正利用をお願いします。
転院搬送：すでに病院に収容されている傷病者を当該病院から違う病院へ搬送すること

グラフ１
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い
ま
す
。

　

救
急
隊
は
運
転
手
を
含
め
、
３

人
で
活
動
。
救
急
車
は
本
署
に
２

台
、
分
署
に
１
台
配
備
し
て
あ
り

ま
す
。
本
署
で
は
２
台
の
う
ち
１

台
が
最
新
の
医
療
器
材
を
搭
載
し

た
高
規
格
救
急
車
が
配
備
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
本
年
度
中
に
は
網
田

分
署
に
も
高
規
格
救
急
車
が
配
備

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
３
年
４
月
に
救
急

救
命
士
制
度
が
発
足
し
、
重
篤
患

者
の
気
道
確
保
、
心
拍
の
再
開
な

ど
の
高
度
救
命
処
置
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
宇
城
消
防
で
は　

人
（
う

２１

ち
宇
土
市
内
８
人
）

の
救
急
救
命
士
が
救

命
率
の
向
上
の
た
め

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

出
動
要
請
が
多
い

場
合
、
ま
た
、
災
害

が
重
な
っ
た
場
合
、

２
台
の
救
急
車
の
出

動
や
宇
城
管
内
に
あ

る
分
署
か
ら
の
応
援

体
制
で
対
処
し
ま
す

が
、
ど
う
し
て
も
現

場
到
着
に
は
、
時
間

を
要
し
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
患
者

の
周
り
に
い
る
方
の

応
急
手
当
等
の
迅
速

　

昼
夜
問
わ
ず
鳴
り
響
く
救
急
車

の
サ
イ
レ
ン
。
救
急
隊
の
出
動
は

年
間
６
０
３
７
件
（
宇
城
管
内
、

平
成　

年
中
）
を
数
え
ま
す
。

１７

　

こ
れ
は
、
１
日
平
均
で
約　

件
１７

に
な
り
、
平
成
８
年
と
比
べ
、
約

　

倍
も
増
加
し
て
い
ま
す
。（
グ
ラ

１．８フ
１
）
４
月
１
日
現
在
の
世
帯
数

で
計
算
す
る
と
約
８
世
帯
に
１
世

帯
は
救
急
車
を
要
請
し
て
い
る
計

算
に
な
り
ま
す
。

　

救
急
出
動
の
内
訳
は
急
病
が
最

も
多
く
、
全
体
の
約
半
分
を
占
め

て
い
ま
す
。
年
齢
別
で
は
、　

歳
６５

以
上
の
割
合
が
増
え
、
平
成　

年
１７

は
搬
送
傷
病
者
の　

％
に
上
り
ま

５４

し
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
高
齢
化
や
食
生

活
の
変
化
に
伴
う
生
活
習
慣
病
が

増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
脳
卒
中
や

心
臓
病
患
者
か
ら
の
要
請
が
増
加

し
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
ほ

か
に
も
少
子
・
核
家
族
化
に

よ
り
病
気
に
対
す
る
不
安
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
救
急
隊

員
は
毎
日
の
緊
迫
し
た
状
況

下
に
あ
っ
て
、
救
急
現
場
で

は
応
急
処
置
を
し
な
が
ら
医

師
、
医
療
機
関
と
の
連
絡
・

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
員
は
、
火
災
・
救
急
・

救
助
の
す
べ
て
の
業
務
に
従
事
し

て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
署
員
は
救

急
隊
員
と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う

に
県
消
防
学
校
で
救
急
科
研
修
を

受
け
、
各
署
で
も
日
々
訓
練
・
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
署
で
は
、
消
防
係
、
救
急
係
、

救
助
係
の
署
員　

人
が
、
ま
た
、

３２

分
署
で
は
消
防
係
、
救
急
係
の　
１０

人
が
、
２
班
に
分
か
れ
て　

時
間

２４

交
替
で
昼
夜
を
問
わ
ず
勤
務
し
て

特 集
救
急
出
動
が

年
間
６
０
０
０
件
を
突
破

救
急
隊
の
体
制

か
つ
確
実
な
対
応
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

応
急
手
当
の
普
及

　

大
切
な
人
命
を
守
る
に
は
、
発

生
現
場
で
の
す
ば
や
い
適
切
な
処

置
が
大
切
で
す
。
も
し
、
何
ら
か

の
原
因
で
倒
れ
た
人
が
い
た
場
合

に
、
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
人
が
心

肺
蘇
生
法
な
ど
の
応
急
手
当
を
的

確
に
行
う
と
高
い
確
率
で
蘇
生
の

チ
ャ
ン
ス
が
生
じ
る
と
い
っ
た

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
心
臓
が
停

止
し
て
か
ら
約
５
分
経
過
す
る
と

死
亡
率
は
限
り
な
く
１
０
０
％
に

近
づ
き
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
応
急
手
当

の
方
法
を
取
得
し
、
救
急
車
到
着

ま
で
の
時
間
に
ど
れ
だ
け
手
当
し

て
い
る
か
が
、
命
を
守
る
た
め
に

は
最
も
重
要
で
す
。

　

宇
城
広
域
消
防
本
部
で
は
、
市

民
の
要
望
に
応
じ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
除
細
動
器
）
を
含
む
救
急

法
講
習
な
ど
応
急
手
当
の
普
及
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
講
習
を
受
け
、
応
急
手

当
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
せ
先　

宇
城
広
域
消
防
本

部　
�
�
０
５
５
４

　庭木の剪定中にはしごから転落し、あ
ばら骨を折る大怪我をしました。救急車
を呼んだのですが、その救急隊員が本当
に親切でした。

　病院に着いたとき、看護師さんは私が痛みで泣い
ていると思ったようですが、実はうれし涙でくしゃ
くしゃ。踏切を越えたり、角を曲がるときなど「少
し揺れますよ」など声を掛けてくれるのです。
　なんと心強いことか。汚れた格好だったのに、車
内では私を胸元に抱き寄せてくれました。プロとは
いえ、こんなに患者のために尽くしてくれることに
感謝しています。人には親切にしないといけないと
改めて思い直しました。

宇土市在住の方のお話です。

　宇城消防に多くの市民の方々
からお手紙が届いています。
　その一部を紹介します。

ＡＥＤの講習会の様子　ＡＥＤとは、心臓の不整脈に対し電気
ショックを与え、除細動を行うもので、音声ガイドに従い、操作す
る押しボタン式の救命装置です。一般市民の方でも操作できます。

�
�

�����������
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平
成　

・　

年
度
に
わ
た
り
、　

人
の
市
民
の
皆
さ
ん
を
市
政
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
し
、
課
題
通
信
や
自
由
通
信
な
ど
を

１６

１７

１４

通
し
て
、
市
政
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
数
回
に
分
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
…
モ
ニ
タ
ー
意
見
等

▽
…
回
答

〔

〕

市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
りり

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
））

◎
地
域
の
米
は
地
域
で
消
費
と
い

う
地
産
地
消
の
理
念
が
広
が
っ
て

い
る
。
農
家
の
人
材
育
成
と
し
て
、

教
育
の
中
に
、
米
作
り
、
野
菜
作

り
の
体
験
、
そ
し
て
地
域
の
食
材

を
使
っ
て
保
護
者
と
一
緒
に
す
る

料
理
教
室
等
を
取
り
入
れ
、
そ
こ

に
生
産
者
も
加
わ
り
意
見
を
交
わ

す
な
ど
心
の
連
携
も
図
り
、
食
育

+
農
育
を
加
味
し
た
地
域
農
業
を

支
え
る
心
を
育
て
て
ほ
し
い
。

▽
農
産
物
の
地
産
地
消
に
関
し
ま

し
て
は
、
現
在
、
学
校
給
食
で
も

取
り
組
み
、
ま
た
Ｊ
Ａ
熊
本
う
き

で
の
販
売
や
網
田
地
区
の
「
道
の

駅
物
産
館
」
に
て
販
売
予
定
で
す
。

　

次
に
、
食
育
・
農
育
等
で
は
、

米
消
費
拡
大
推
進
事
業
の
一
環
と

し
て
市
内
７
小
学
校
へ
助
成
金
を

設
け
、
地
元
農
家
の
方
々
と
児
童

が
米
づ
く
り
を
通
し
て
、
地
域
と

の
交
流
や
作
物
を
育
て
る
こ
と
の

体
験
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
定
年
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
農
業
を

し
た
い
人
に
減
反
の
田
ん
ぼ
を
貸

し
て
、
も
っ
と
若
者
に
米
飯
を
食

べ
る
運
動
を
し
た
ら
良
い
。
米
飯

を
食
べ
る
人
間
は
、
優
し
さ
と
地

力
が
で
き
る
。

▽
定
年
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
農
業
を

し
た
い
人
へ
減
反
の
田
ん
ぼ
の
貸

し
出
し
に
関
し
て
は
、
新
規
就
農

さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
り
農
地
の

利
用
権
設
定
等
に
て
貸
し
出
さ
れ

る
農
家
か
ら
農
地
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

場
合
、
農
業
経
験
を
積
み
、
確
実

に
農
業
に
て
生
活
が
出
来
る
か
ど

う
か
な
ど
の
諸
条
件
を
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等
厳
し
い
条

件
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
米
飯
の

推
進
に
は
市
内
７
小
学
校
へ
助
成

金
を
設
け
、
地
元
農
家
の
方
々
と

児
童
が
米
作
り
を
通
し
て
、
地
域

と
の
交
流
や
稲
作
育
成
体
験
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
減
反
が
増
え
れ
ば
農
家
の
経
営

は
益
々
き
び
し
く
な
り
後
継
者
が

育
た
な
い
の
も
し
か
た
が
な
い
が
、

農
家
も
私
た
ち
が
生
き
る
た
め
に

絶
対
必
要
な
食
を
確
保
す
る
職
業

で
あ
り
、
中
核
農
家
を
育
成
す
る

こ
と
は
勿
論
、
定
年
退
職
し
た
人

た
ち
を
３
カ
月
程
度
、
農
業
に
つ

い
て
の
基
本
を
習
得
さ
せ
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
組

織
で
農
家
へ
派
遣
す
る
よ
う
な
仕

組
み
を
つ
く
る
。
安
全
で
お
い
し

い
ブ
ラ
ン
ド
を
開
発
す
る
。
市
町

村
ま
た
は
農
協
で
一
括
請
負
す
る

制
度
を
設
け
て
農
業
経
営
に
あ
た

り
、
減
反
を
生
か
し
た
作
物
も
有

効
に
生
産
す
る
よ
う
に
創
意
工
夫

す
る
。

▽
中
核
農
家
の
育
成
や
定
年
退
職

し
た
人
の
就
農
、
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
開
発
等
は
、
地
域
最
大
の
農

◎
日
本
の
米
の
お
い
し
さ
を
世
界

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
か
。
同
じ

よ
う
に
熊
本
宇
土
産
の
米
の
よ
さ

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
か
。
今
、

株
式
会
社
に
よ
る
農
業
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
農
家
の
人
が
社
長
と

な
り
、
職
員
を
採
用
し
て
い
け
ば

担
い
手
の
確
保
は
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

▽
宇
土
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
米
は
販

売
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ブ
ラ
ン
ド

化
に
は
、
継
続
的
な
販
売
を
進
め

る
上
で
の
冷
温
貯
蔵
施
設
や
高
性

能
の
精
米
施
設
、
ま
た
安
定
し
た

市
場
販
売
網
の
開
拓
、
そ
し
て
収

益
性
の
確
立
な
ど
と
多
面
的
に
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後

の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
で
会
社
組
織
的
に

営
農
さ
れ
て
い
る
農
家
は
二
戸
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
課

題
と
し
て
担
い
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

会
社
組
織
的
な
営
農
集
団
化
を
進

め
安
定
し
た
農
業
経
営
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

◎
消
費
者
重
視
・
市
場
重
視
・
需

要
に
即
応
し
た
米
づ
く
り
の
推
進

を
通
じ
て
、
水
田
農
業
経
営
の
安

定
と
発
展
を
図
る
。
そ
の
た
め
、

需
要
調
整
対
策
流
通
制
度
な
ど
包

括
的
な
改
革
を
実
行
す
る
こ
と
が

課
題
通
信

《
米
政
策
改
革
大
綱（
減
反
施

策
）
に
つ
い
て
》（
農
林
水
産
課
）

業
団
体
で
あ
る
Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
等

の
関
係
機
関
と
協
議
を
し
な
が
ら

促
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

市
町
村
に
よ
る
農
業
経
営
は
法
的

に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
Ｊ
Ａ
は
企
業
で
あ
り
ま

す
の
で
、
減
反
に
つ
い
て
の
効
率

的
な
農
地
活
用
が
可
能
で
あ
れ
ば

今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

◎
我
が
国
の
食
料
自
給
率
は　

％
４０

程
度
と
い
わ
れ
て
い
る
。
食
料
の

自
給
率
を
上
げ
る
に
は
、
大
規
模

専
業
農
家
を
育
成
し
生
産
コ
ス
ト

を
下
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
意
欲
の

あ
る
農
家
が
容
易
に
農
地
を
取
得

で
き
る
よ
う
農
地
の
流
動
化
の
推

進
を
図
り
、
安
全
で
安
価
な
農
産

物
が
国
内
で
供
給
で
き
れ
ば
輸
入

は
減
り
自
給
率
は
自
然
と
上
が
っ

て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

▽
貴
重
な
ご
意
見
と
し
て
、
今
後
、

農
業
政
策
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

ＶＯＬ．３
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目
的
と
考
え
る
。

▽
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
米
の
安

定
供
給
確
保
や
農
家
の
生
活
基
盤

安
定
な
ど
多
面
的
に
農
業
体
系
の

構
築
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◎
食
生
活
は
毎
日
の
生
活
で
築
い

て
い
く
も
の
、
米
飯
の
良
さ
を
普

及
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

学
校
給
食
の
完
全
米
飯
給
食
の
実

現
、
そ
の
と
き
は
宇
土
市
の
米
を

使
用
し
て
ほ
し
い
。

▽
市
内
の
小
中
学
校　

校
に
お
い

１０

て
、
週
５
日
の
う
ち
３
日
を
宇
土

市
米
１
０
０
％
の
米
食
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
完
全
米
食
の
提
案
に

は
多
面
的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

盤
の
安
定
や
自
立
育
成
な
ど
の
促

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◎
農
業
の
基
礎
で
あ
る
米
作
り
が

大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る

の
に
非
常
な
危
機
感
を
抱
い
て
い

る
。

　

食
料
自
給
率
が
悪
化
す
る
と
国

力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

国
の
問
題
と
し
て
米
を
中
心
と
し

た
食
料
自
給
率
を
高
め
る
努
力
を

し
て
徹
底
的
に
農
家
の
方
と
話
し

合
う
。

▽
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
米
の
安

定
供
給
の
確
保
や
農
家
の
生
活
基

盤
安
定
な
ど
多
面
的
に
農
業
体
系

の
構
築
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

の
自
治
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
基

本
理
念
と
す
る
。
②
ま
ち
づ
く
り

は
市
民
自
ら
主
体
と
な
っ
て
考
え

行
動
し
市
民
及
び
市
が
協
働
し
て

推
進
す
る
。
③
市
は
基
本
理
念
に

基
づ
き
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
の
市
民
の
意
識
を
高
揚
さ
せ
る

こ
と
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す

る
。
④
市
は
市
民
が
参
画
す
る
市

政
を
推
進
す
る
た
め
、
情
報
公
開

制
度
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度
を

踏
ま
え
、
市
政
に
関
す
る
情
報
を

市
民
に
分
か
り
や
す
く
提
供
し
、

市
民
と
の
情
報
の
共
有
化
に
努
め

る
。
⑤
市
は
市
政
運
営
に
市
民
の

意
見
を
積
極
的
に
反
映
さ
せ
る
よ

う
、
市
民
の
市
政
へ
の
参
画
の
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

○
文
化
を
育
む
教
育
の
ま
ち
づ
く

り
・
・
・
大
王
の
ひ
つ
ぎ
実
験
航

海
で
宇
土
も
い
く
ら
か
活
気
付
い

た
。
宇
土
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
史

跡
な
ど
を
巡
る
い
く
つ
か
の
コ
ー

ス
を
つ
く
り
「
宇
土
市
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
を
使
っ
て
要
請

が
あ
れ
ば
案
内
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

○
高
齢
者
い
き
い
き
プ
ラ
ン
・
・
・

高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生
き

る
た
め
の
情
報
交
換
・
助
け
合
い
・

談
笑
の
「
場
」
を
設
け
て
、
病
院

に
依
存
し
な
い
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
。

○
中
心
市
街
地
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
街
の
魅

力
・
個
性
作
り
を
進
め
て
賑
わ
い

を
回
復
で
き
る
よ
う
努
め
る
。
お

地
蔵
さ
ん
が
微
笑
み
か
け
る
歴
史

と
文
化
に
支
え
ら
れ
る
街
作
り
な

ど
、
小
さ
な
取
り
組
み
で
も
い
い

の
で
具
体
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。

○
歩
行
者
を
優
先
に
し
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
・
高
齢
者
や
障
害
者
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

○
少
子
化
対
策
と
し
て
、
児
童
手

当
の
年
齢
を
引
き
上
げ
る
・
増
額
・

出
産
祝
金
・
義
務
教
育
期
間
の
医

療
費
の
無
料
化
な
ど
を
検
討
。

○
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
楽
し
く

遊
べ
る
よ
う
に
公
園
の
整
備
を
す

る
。

○
宇
土
駅
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
市
民
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
よ
う
な
夢
の
あ
る
駅
舎
を
作
っ

て
ほ
し
い
。

○
マ
リ
ー
ナ
道
の
駅
の
実
現
に
よ

る
宇
土
市
・
網
田
の
活
性
化
に
期

待
す
る
。
同
じ
宇
土
市
で
も
違
い

は
大
き
い
。
こ
れ
以
上
少
子
化
が

進
ま
な
い
よ
う
に
少
し
で
も
活
気

が
あ
り
、
便
利
に
な
る
よ
う
に
全

体
と
し
て
考
え
て
ほ
し
い
。

▽
貴
重
な
ご
提
言
を
い
た
だ
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

課
題
通
信

《
宇
土
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

策
定
に
つ
い
て
》（
企
画
情
報
課
）

り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
主
食
で
あ
る
米
が
無
く
な
っ
た

ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
は
間
違

い
な
い
。
よ
り
多
く
の
人
に
お
米

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る（
田
植
え
や
稲
刈
り
の
体
験
・

自
分
で
植
え
た
米
の
買
取
な
ど
）

魚
や
、
き
の
こ
の
よ
う
に
つ
い
口

ず
さ
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
お
米
の

歌
を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

▽
米
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
諸

問
題
や
課
題
な
ど
が
数
多
く
、
多

面
的
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
現
状
で
す
。「
お
米
の
歌
」

は
良
い
ア
イ
デ
ア
と
思
わ
れ
機
会

が
あ
れ
ば
経
費
等
を
考
慮
し
た
う

え
で
、
米
Ｐ
Ｒ
の
一
つ
と
し
て
考

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
米
の
良
さ
を
も
っ
と
理
解
し
て

も
ら
い
、
米
中
心
の
生
活
で
米
の

消
費
を
図
る
。
農
業
は
、
人
の
命

を
支
え
る
根
っ
こ
の
部
分
で
あ
る
。

若
い
人
た
ち
が
農
業
に
意
欲
を

持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
な
基
盤

作
り
が
大
切
で
あ
る
。

▽
農
業
を
目
指
す
若
い
人
の
育
成

は
現
在
、　

歳
前
後
ま
で
の
農
業

３０

後
継
者
で
構
成
し
て
い
る
４
Ｈ
ク

ラ
ブ
や　

歳
以
下
の
農
業
後
継
者

４０

と
農
業
関
係
機
関
な
ど
で
構
成
し

て
い
る
宇
土
市
農
業
後
継
者
育
成

対
策
協
議
会
な
ど
で
農
業
生
活
基

○
市
民
自
ら
主
体
と
な
っ
て
考

え
・
行
動
し
・
行
政
と
協
働
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
宇
土
市
・
・
・
市

政
運
営
の
基
本
方
針
①
市
民
主
体

市内の小学校では農業体験を実市内の小学校では農業体験を実施施
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問い合せ先
保険課国民健康保険係　��１１１１（内線２１６４）
保健センター　　　　　��２３００

プログラムの日程（概要）

　６月　事業の地区別説明会
　　　　参加者決定
　７月　健康状況調査及び検査（腹部ＣＴスキャン含む）
　　　　健康のめやす判定
　　　　医師による健康づくり講話
　８月～１２月　保健師・栄養士・運動療法士による

運動・栄養・生活管理への支援および
途中値測定

宇土市ヘルスアップ教室　参加者募集

○３０歳～６９歳の宇土市民で、高血圧症、高コレステロール血症、糖尿病、肥満のうち、いずれかが要指

導域にある人。またはこれらの症状により日ごろ健康に不安がある人。

　ただし、現在これらの疾患において治療中の人、またその他の疾患で医師から運動制限等の指示を受け
ている人は参加できません。（主治医の同意があれば可能な場合もあります）
　なお、モデル事業の中で実施する血液検査の結果、要治療域になった場合は、医療機関への受診をおす
すめします。

■参加できる人

○プログラムの実施内容に可能な限り出席し、実践してください。

○この事業の成果を評価し、住所・氏名・病名等を除く個人の健康情報等（健診結果、各種調査結果、医

療費に関するデータ等）を分析し、今後のより良い事業展開のために使用することがあります。

■注意事項

○血液検査、各種調査で自分の健康の確認ができます。

　また、腹部内臓脂肪の CTスキャンにより、内臓脂
肪の状態を自分の目で見ることができます。
〇専門家から自分にあった栄養、運動の指導が受けら

れます。個別相談にも応じます。

〇参加者全員に高機能歩数計、健康の手帳、健康づく

り情報をプレゼントします。

〇３，０００円程度の一部負担金のみで参加できます。

■この事業の特徴

　６月上旬に、地区別説明会を実施します。
　ぜひ、ご参加ください。その場で教室への参加申し
込みも出来ます。
　また、説明会には仕事などの都合で行けないが、教
室には参加したいという方は直接下記に申し込むこと
も出来ます。
①　募集人員は１００人程度
　　（定員を超えた場合は該当要件をにより、決定）
②　募集締め切り６月１６日（金）
　決定通知は、６月下旬直接本人に通知します。

■申込・問い合せ

１２月　健康状況調査及び検査（腹部ＣＴスキャン含む）
　１月　総合評価・保健師の支援・終了式
実施会場および時間（予定）

　　　　※参加者の状況により変更する場合があります。
　　　　市保健センター（平日午後・夜間、休日午後）
　　　　西部老人センター　（休日夜間）

期間　５月２８日（日）～７月２９日（土）
　　　毎週土曜日、初回のみ日曜日
時間　午前１０時～１１時３０分
会場　市武道館（旭町）
内容　いす体操・軽スポーツ・血圧測定・運動効

用学習・生活資筋評価・体組成測定など
申込方法　市民体育館窓口で所定の用紙に記入し、

参加料を添えて申し込みください。（印
鑑持参）

参加対象　市内在住の６０歳以上の方
参加料　２，０００円（保険料含、全教室に参加できます）
募集定員　３０人
申込締切　５月２５日（木）　先着順
問い合せ先　市スポーツ振興課　��３４７２

気軽にお手軽「健康体操」

�������	
�
　体育指導委員がみ
なさんの健康づくり
をお手伝いします。
　｢健康長寿｣を目指
し、体力づくりをし
ませんか！

椅子を使った簡単な体操です
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宇土市ヘルスアップ教室参加者募集のお知らせ

『正しい生活習慣がなかなか長続きしない、でも何かやってみたい』という人へ
　　　　　　　　　　　　　　　・・・きめ細かなプログラムで応援します

　生活習慣病を予防するには、適度な運動とバランスのとれた食生活が必要です。
　普段から、生活の中でよく体を動かしている人ほど、また運動を十分にしている人ほど太りに
くく、高血圧症、糖尿病、高脂血症などの生活習慣病にかかりにくくなるといわれています。
　これから運動不足の解消や食生活の改善をしようと考えている人、またすでに健康づくりに取
り組んでいる人も、ぜひこの機会に「宇土市ヘルスアップ教室」に参加してみませんか。

プログラムについて

　プログラムは、ご自身の生活習慣で改善したほうが良いと思われる点を見
つけ、ご自身にあった目標を設定し、自ら実践していくというものです。

　約６カ月間にわたり、食事・運動等生活習慣の改善をめざします。
　また、プログラムの前後に血液検査、生活習慣調査、身体活動調査、栄養
摂取状況調査、及び腹部ＣＴスキャンによる内臓脂肪の撮影を行います。（プ
ログラムの中間でも簡単な検査および調査を行います）医師による健康づく
り講話もあります。

指導を受けながらの健康づくり

　このプログラムでは、参加者一人ひとりの健康状態を判定し、個人にあった
個別健康支援プログラムを作成します。そして、個別健康診断、体力測定、
ウォーキングの指導・実践、栄養指導などを行っていきます。
　その後は、自ら健康づくりを実践し、よりよい生活習慣を継続してもらうた
めに、保健師や管理栄養士が電話や手紙、面接等によりフォローしていきます。
　プログラムは次年度も継続していきますが、参加された皆さんの健康度を定
期的に検証し、生活改善による健康増進に役立てていきます。

健診からその後のフォローまで

　これまでは、健康診断と健康づくりは別々に行われていましたが、こ
の事業では、健康診断からその結果通知、個別健康支援プログラムの実
施、その後のフォローまで一貫して行います。
　この事業を通じて、個人の健康を維持・増進するとともに、健康づく
りの意識の高揚を図りながら健康度の引き上げを目指します。
　
　参加された方はもちろん、家族の方にも教えてみんなで取り組み、み
んなが健康になるという相乗効果も期待しています。
　年々増加している生活習慣病を予防するためにも、「宇土市ヘルスアッ
プ教室」を活用して生涯を通じた健康づくりに取り組みましょう。

�������	
��
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◎額改定認定請求に必要なもの　①印鑑（シャチハタ以外）
◎認定請求の手続きに必要なもの

　①印鑑（シャチハタ以外）
　②申請者の健康保険被保険者証の写し
　　※児童の保険証は必要ありません。
　③申請者の通帳（郵便局以外）
　④平成１７年度所得証明書
　（平成１７年１月１日現在、本市に住所を有しない方のみ）
　⑤平成１８年度所得証明書
　（平成１８年１月１日現在、本市に住所を有しない方のみ）
　※平成１８年６月以降に発行されます。
　⑥世帯全員の住民票（本籍・続柄記載のもの）
　※別居児童（本市外に在住）を監護（養育）している方のみ

拡充されます！
一部改正により次のとおり拡充されました。

手続き方法

平成１８年度に小学校４年生の児童がいる保護者の皆さま
対象児童：平成８年４月２日生まれ～平成９年４月１日生まれ

　平成１８年３月まで、当該児童に係る児童手当を受給していた保護者の方は、特段の手続きをす
る必要はありません。ただし、毎年６月の現況届を提出する必要があります。
　後日、市福祉課より通知いたします。

平成１８年度に小学校５・６年生の児童がいる保護者の皆さま

対象児童：平成６年４月２日生まれ～平成８年４月１日生まれ

　①　平成１８年３月まで、小学校３年生までの児童に係る児童手当を受給している保護者の方
　　　→額改定認定請求が必要となります。
　②　①以外の方　→　認定請求が必要となります。

これまで、所得制限等により児童手当を受給していない保護者の皆さま

新たに児童手当を受給できる場合があります。　→　認定請求の手続きが必要となります。

問い合せ先　市福祉課子育て支援係　��１１１１（内線２８１３・２８２２）

額改定認定請求及び認定請求は、市福祉課窓口で手続きができます。公務員の方は勤務先で手
続きを行ってください。（公務員の一部の方の中には、宇土市で手続きできる場合があります）

必要書類等

≪受付期間　６月３０日（金）まで≫
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児童手当制度が　
４月１日から、児童手当法の　　

児童手当って、なあに？

①支給対象年齢

小学校第３学年修了前まで
（９歳到達後最初の３月末日まで）

【改正前】

小学校第６学年修了前まで
（１２歳到達後最初の３月末日まで）

【改正後】

②所得制限限度額の引き上げ

厚生年金等加入者

（特例給付）

国民年金加入者

（児童手当）
扶養

親族の数
所得額（収入額）所得額（収入額）

４６０．０（６５２．５）３０１．０（４５３．８）０人

４９８．０（６９５．６）３３９．０（５０１．３）１人

５３６．０（７３７．８）３７７．０（５４８．８）２人

５７４．０（７８０．０）４１５．０（５９６．３）３人

６１２．０（８２２．２）４５３．０（６４３．８）４人

６５０．０（８６４．４）４９１．０（６８７．８）５人

【改正前】 （単位：万円）

厚生年金等加入者

（特例給付）

国民年金加入者

（児童手当）
扶養

親族の数
所得額（収入額）所得額（収入額）

５３２．０（７３３．３）４６０．０（６５２．５）０人

５７０．０（７７５．６）４９８．０（６９５．６）１人

６０８．０（８１７．８）５３６．０（７３７．８）２人

６４６．０（８６０．０）５７４．０（７８０．０）３人

６８４．０（９０２．２）６１２．０（８２２．２）４人

７２２．０（９４４．４）６５０．０（８６４．４）５人

【改正後】 （単位：万円）

注１）所得税法に規定する老人控除対象配偶者又は老人扶養親族がある者についての限度額（所得額ベース）は上記の

額に当該老人控除対象配偶者または老人扶養親族１人につき６万円を加算した額。

注２）扶養親族等の数が６人以上の場合の限度額（所得額ベース）は１人につき３８万円（扶養親族等が老人控除対象配

偶者または老人扶養親族であるときは４４万円）を加算した額。

◎所得制限限度額は前年（１月から５月までの月分については前々年）の所得額で判定します。

（所得には一定の控除があります）

改正のポイント

児童手当は児童を養育している家計の主たる生計維持者に支給されます。

支給月額は・・・　
最初の子どもの場合　　　　　５，０００円
２人目の子どもの場合　　　　５，０００円
３人目以降の子どもの場合　１０，０００円
（１８歳の最初の３月末日までの児童を支
給要件として数えます）

支給時期は・・・

　原則として毎年２月、６月、
１０月にそれぞれの前月分まで
が支給されます。
（今回、法改正による支給月は
変更になる場合があります）

�������
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��������

����



平成１８・５（12）

年金に関する問い合せ先　
　　　熊本東社会保険事務所　�０９６（３６７）２５００
　　　市民課年金係　��１１１１（内線２１６５・２１６６）

国民年金からのお知ららせせ

�������
４０ 年 間 納 め ま す

◆繰り上げ支給と繰り下げ支給
老齢基礎年金は、原則として６５歳から受けられますが、希望すれば６０歳以後いつからでも受けられます。
ただし、６４歳以前から受けると減額され、６６歳以後から受ける場合は増額されることになります。
なお、繰り上げ支給や、繰り下げ支給により一度決定された支給率は、生涯変わりません。

■昭和１６年４月以後に生まれた人の繰り上げ、繰り下げ支給の支給率

７０歳６９歳６８歳６７歳６６歳６５歳６４歳６３歳６２歳６１歳６０歳

１４２１３３．６１２５．２１１６．８１０８．４１００９４８８８２７６７０

繰り下げ（増額率＝０．７％×月数）繰り上げ（減額率＝０．５％×月数）

（数字は％）

　請求する年齢と月によって、受給率が変わります。６５歳の誕生月を基準として繰り上げ請求の場合、月０．５％ずつ

減額され、繰り下げ請求の場合、月０．７％ずつ増額されます。

　繰り上げ支給や、繰り下げ支給を行うと次の制限があります。

■繰り上げ支給の場合
①特別支給の老齢厚生年金は支給停止になります。
ただし、生年月日が昭和１６年４月２日以後の方は、
一定の額が減額されますが、併給されます。
②遺族厚生年金・遺族共済年金とは６５歳まで選択に
なります。
③障害基礎年金・寡婦年金は受けられません。
④厚生年金・共済組合に加入すると支給停止になり
ます。（ただし、昭和１６年４月１日以前生まれの
人が対象です。）
⑤請求後は任意加入できません。

■繰り下げ支給の場合
①繰り下げした老齢基礎年金を受給するまでは振替
加算も支給停止になります。

（※振替加算が多い方は、不利になる場合があります）

※振替加算とは

　厚生年金の被保険者期間が２０年以上ある夫（妻）が受けてい
る老齢基礎年金や障害基礎年金に加算されている加給年金の対
象者になっている妻（夫）が６５歳になると、それまで夫（妻）
に支給されていた加給年金が支給されなくなります。
　このとき妻（夫）が老齢基礎年金を受けられる場合には、妻
（夫）自身の老齢基礎年金の額に加算されます。これを振替加算
といいます。

すべての年金は、受けられる資格があっても本人の請求がなければ支給されません

社会保険庁の年金に関する電話での相談「ねんきんダイヤル」をご利用ください。

【年金の請求などの年金相談】　０５７０－０５－ １１６５ 　【年金を受けている方の年金相談】０５７０－０７－ １１６５ 
イイロウゴ イイロウゴ

●請求先　①国民年金第１号被保険者→市民課年金係の窓口
　　　　　②国民年金第３号被保険者→熊本東社会保険事務所
　　　　　③２つ以上（厚生年金・共済組合）の制度に加入していた人→熊本東社会保険事務所
●請求は誕生日の前日からです。加入した年金制度により手続き先が異なります。手続き
に必要な書類は手続き先にご確認ください。

●現在、厚生年金・共済年金を受給中の方は、６５歳の誕生月に社会保険庁から届くはがき
形式の「老齢給付裁定請求書」を提出してください。再度の国民年金請求手続きは不要
です。

保険料は　月額１３，８６０円
（平成１８年４月分～平成１９年３月分）
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国民年金からのお知ら国民年金からのお知らせ

���������
２０ 歳 か ら ６０ 歳 に な る ま で の　

①国民年金を納めた期間
②国民年金保険料の免除を受けた期間
③任意加入できる人が加入しなかった期間
　（合算対象期間※カラ期間）
④昭和３６年４月以後の厚生年金や共済組合などの加入期間
⑤学生納付期間・若年者納付猶予期間
⑥第３号被保険者期間

老齢基礎年金
老齢基礎年金は、２５年以上の※受給資格期間を満たした
人が、原則として６５歳に達したときに受けられる年金
です。

受給資格期間とは

合算対象期間　※カラ期間とは
①昭和３６年４月～昭和６１年３月まで会社員や公務員などの配偶
者で任意加入しなかった期間。

②昭和３６年以後で２０歳から６０歳までの間で海外に在住していた
期間。

③昭和３６年４月以後の厚生年金保険の脱退手当金を受けた期間。
④昭和３６年４月前の厚生年金保険などの被保険者期間で通算対象
期間になるもの。

⑤在日外国人のうち一定範囲の人で昭和５７年１月１日前の期間。
これらは受給資格期間には含まれますが、年金額の計算の対象に

はなりません。

老齢基礎年金の年金額

　平成１８年度の年金額は満額受給の場合で７９２，１００円（年額）
です。ただし、満額受給するためには、４０年の納付済み期間（第
３号被保険者期間を含む）が必要です。
　保険料納付済み期間が４０年に満たない場合や保険料の免除・納
付猶予を受けた期間がある場合は、一定の計算式により年金額が
減額されます。　
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やさしい英会話講座
　日常、役に立つ会話のほか、
歌などアットホームな雰囲気で
学ぶことができます。
期日：７月～１１月
　　　毎週月曜日
時間：１０：３０～１２：００
回数：２０回
受講料：年間３，０００円
定員：３０人
講師：伊藤妙子

食育講座 平
成　

年
度
宇
土
市
生
涯
学
習
講
座
の
ご
案
内

１８

ハイキング講座
　宇土市内を中心に出かけます。
歩くことから、普段見のがして
いる自然の素晴らしさを発見し
てみませんか。
期日：７月～１２月
　　　第２土曜日
時間：半日または一日
回数：６回　定員：２０人
受講料：年間２，０００円
講師：高岡健治
その他：交通費自己負担

受

講

生

募

集

市教育委員会
　　　　生涯学習課
� �６５１０（代表）

問い合せ先
！！

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

紙粘土講座
　紙粘土を使って置物や
壁飾りなど、かわいい小
物を作ってみませんか。

期日：７月～１２月
　　　第２･４水曜日
時間：１３：３０～１５：３０
回数：１２回
定員：１５人
受講料：年間２，０００円
講師：新樹光子
その他：材料費自己負担

国際語エスペラント講座
　世界共通語のエスペラントを
学んでみませんか。
期日：７月～１２月　
　　　第１・３木曜日
時間：１３：３０～１５：００
回数：１２回
定員：１５人
受講料：無料
講師：野村忠綱
その他：テキスト代等

自己負担

やさしいハングル講座
　国際化の時代、隣国のハング
ルを学習してみませんか。

期日：７月～１２月
　　　毎週金曜日
時間：１０：００～１２：００
回数：２０回　定員：２０人
受講料：年間３，０００円
講師：キム・サンジク
その他：テキスト代等自己負担

絵手紙講座

　季節の花をよ
りきれいに楽し
むために一緒に

ガーデニングをはじめませんか。
期日：７月～１２月　第３木曜日
時間：１３：３０～１５：００
回数：６回
定員：１５人
受講料：年間２，０００円
講師：倉本憲幸
その他：材料費自己負担

ガーデニング講座

　安全でおいしい手づくりパン
や地元の食材を用いたヘルシー
料理を作ってみませんか。
期日：７月～１２月
　　　第１・３月曜日
時間：１３：３０～１５：３０
回数：１２回
定員：２５人
受講料：年間２，０００円
講師：澤田美也子
その他：材料費自己負担

　故郷を離れて暮らす子どもさ
ん、ご両親、お友だちに心をこ
めたやさしいお便りを！
期日：７月～１２月　
　　　第２・４火曜日
時間：１３：３０～１５：３０
回数：１２回
定員：１５人
受講料：年間２，０００円
講師：岩本俊子
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資料で見る宇土の歴史講座

申込締切日
　５月３１日（水）【当日消印有効】
申込資格
　市内在住者
申込方法
　官製ハガキ・ＦＡＸ・メールでお
申込ください。また、教育委員会及
び中央公民館にも申し込み用紙を用
意しております。
　（複数の講座申込可）
①申込講座名②氏名（ふりがな明記）
③性別④年齢⑤住所⑥電話番号
申込先
�８６９－０４３３　宇土市新小路町９５
番地　市教育委員会生涯学習課
　�　�１００２
　メ ー ル：syougai０１@city．uto．

kumamoto．jp
　電話での申し込みはできません。
注意事項
（１）原則として初講者を優先します。
なお、１２人以上揃わないと開講で
きませんのでご了承ください。

（２）定員をオーバーした講座につい
ては、抽選会（６月６日・火曜日）
を行います。

（３）開催場所は、主に中央公民館お
よび教育委員会になります。（講座
により多少異なる）

（４）講座の開講式については、市民
会館大ホールにおいて合同開講式
を予定しています。

（５）各講座の開講日は７月３日（月）
以降となりますので、後日受講者
全員に通知します。

（６）講座の内容については、すべて
入門・初歩レベルです。

　古文書から宇土の歴史を学ん
でみませんか。今回は「新宇土
市史」資料編第３巻をテキスト
に、宇土の小西時代から江戸時
代までの歴史を学びます。
期日：７月～３月　第１月曜日
時間：１３：３０～１６：００
回数：９回　定員：３０人
受講料：無料　講師：三島　穹
その他：「新宇土市史」資料編第

３巻代（５，０００円）お
よび資料代自己負担

話し方講座
　話し方にも技法があ
ります。人前で話すの
が苦手な方でも、楽し
く学ぶことができます。

期日：７月～１２月
　　　第１・３木曜日
時間：９：３０～１１：３０
回数：１２回
定員：２０人
受講料：年間２，０００円
講師：橋本絵鯉子

　史跡巡りをしながら、楽しく
宇土市の歴史を学んでみません
か。歴史好きな方、奮ってご参
加ください。
期日：７月～１２月　第４日曜日
時間：半日または１日
回数：６回　定員：３０人
受講料：無料　
講師：文化振興
課職員

歴史散策講座

講座申込要領

　昨年まで本講座として開講してい
ました花架拳・オカリナ講座は終了
し、本年度から自主講座となりまし
た。

花架拳講座
期日　毎週月曜日＜月３回＞
時間　１０：４５～１２：１５
場所　中央公民館大広間

オカリナ講座
期日　毎月第２・４火曜日
時間　９：３０～１１：３０
場所　中央公民館

お知らせ

洋服・和服リフォーム講座
　タンスの中に眠っている着物
を、あなたの手でもう一度甦ら
せてみませんか。
期日：７月～１２月
　　　第２･４水曜日
時間：１０：００～１２：００
回数：１２回
定員：１５人
受講料：年間２，０００円
講師：松尾政子
その他：材料費自己負担

ＩＴ講座
　すぐに役立つ便利なパソコンを
楽しく操作しながら学べます。
期日：７月～９月
毎週火曜日　ワードコース（基本）
 〃　水曜日　エクセルコース（表計算）
 〃　木曜日　はがき・デジカメコース
時間：１０：００～１２：００
回数：各コース１２回
定員：各講座１８人
受講料：年間２，０００円
講師：（株）ティムス
その他：テキスト代自己負担

　呼吸法とヨガのポーズにより
基礎代謝を高めて、心と身体の
両面から楽しめます。
期日：７月～１２月　第１・３金曜日
時間：１９：３０～２１：００
回数：１２回
定員：１５人
受講料：
　　年間２，０００円
講師：原田理恵

ヨガ講座

　健康で明るく生きがいのある
生活を送るため、文化・経済・
歴史・人権教育・環境教育・視
察研修等楽しく学びましょう。
期日：６月～１月　月１回
時間：２時間程度　回数：８回
定員：１００人
受講料：無料
講師：研修内容で変わります。
その他：研修内容で自己負担が

発生します。

中央高齢者大学

　各地区公民館では、平成１７
年度から成人講座、生涯学習講
座をスタートし、引き続き１８
年度も開講します。地域の特性
を生かした講座を企画しますの
で、多くの参加を待っています。
　このほか自主講座等も行われ
ており、詳しいことは広報うと
や公民館だよりをご覧ください。

各地区公民館
成人講座･生涯学習講座
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　私たちは、毎日の暮らしの中で飲用、炊事、洗濯、入浴、トイレなどさまざまな方法で水
を使用しています。蛇口をひねるだけで出てくる水。簡単に手に入りすぎて、空気のように
感じてしまう水。
　しかし、水は決して無限ではなく、限りあるものとなっています。
　特にこれから夏を迎えるに当たり水不足が予測されます。このまま家庭などでの使用量が

増えていくと、水の量に危険信号が点滅するかもしれません。蛇口の水を出しっぱなしにしていませんか？必
要以上に洗車をしていませんか？水は命の源です。水をどのように使用するかではなく、水はどのようにして
作られているのかを考えて一人一人節水に心がけましょう。

　水道のメーター器は８
年周期で交換になります。
平成１１年に取り付け又
は交換を行ったメーター
器が対象となります。
　５月中旬から、交換作業にお伺いしま
すが、交換料金は無料です。
　その際は、水道業者が身分証明書を提
示して作業を行いますが、お留守の場合、
勝手ながら作業を行う事になるかもしれ
ませんがご了承くださいますようお願い
します。また、作業時間については１０分
程度になりますが、その際、一時断水し
ますので、ご協力の程よろしくお願いし
ます。

地　区　名会社名

三日・佐野・上古閑・曽畑・布古閑・岩熊・立岡・善導寺�上田電気工業

駅前団地・江部・綾織・松原�吉野商会

上松山・境目�吉田組

松山団地・下松山・椿原・馬之瀬・大曲・鶴見塚・恵里・伊津
野・高柳・北段原

�中山工業所

松原団地・三拾町・中野・新松原・水町・城之浦１区・２区野口設備工業

辺田・梅咲・直築・割井川・馬門・網津・平原・網津町潟�西山水道

辺田目東・辺田目西・平岩・赤瀬松山・古場田・古屋敷・戸口
町東・戸口町北・戸口町本・戸口町横・戸口町出

�大原商店

新川東・東中村・西中村・笠岩・駅前・小部田�プラムテック

旭・長部田・新川西・鮟鱇・住吉・堤・三丁・浜通・笹原町
潟・田平・宮の前・西原・浦小松・新地・塩屋・長浜西の１・
長浜西の２・長浜東

亀田住設

入地団地・新町２丁目・門内・本町２丁目・本町４丁目・本町
５丁目・栄町・入地・南段原・古城・浦田町北・築籠１区・２
区

�浦野商会

馬場・城・石橋・宮庄・飯塚・大坪団地�森田水道

境目団地１区・２区・３区・４区・古保里�東洋工業

水道メーターを交換します

　６月１日から７日までは水道週間です。もうすぐ夏、水に親しむ季節がやってきます。
　皆さんのご家庭の蛇口からでてくる水道水は、地下から汲み上げられた水と球磨川から取水、
浄化処理した安全で良質な水が町中の水道管を通って、各家庭に届けられているものです。
　６月１日から７日までの１週間、厚生労働省主催の「水道週間」が全国的に展開されます。
　私たちも蛇口の向こうの様々な事に思いをめぐらし、大切な水のことを考えましょう。

�������	
��
�

小さな一滴。大きな節水

入札の経緯については、市財政課で閲覧することができます。問い合せ先　市財政課契約管財係　��１１１１（内線２２３２）

工　　　期
指名
業者数

落　札　業　者
予定価格（税込）
落 札 額（税込）

件　　　　名入札月日

Ｈ１８．　３．１７～Ｈ１８．１０．３１　５
玉野総合コンサルタ
ント�熊本営業所

－
２，５２０，０００

平成１７年度　用途地域変更都市計画決定図書
作成業務

　３．１５

Ｈ１８．　３．１７～Ｈ１９．　３．　９　９
� GIS九州　
中九州支店

－
７，８７５，０００

宇土市簡易水道台帳システム作成業務委託

公共工事等入札結果の公表 （単位：円）

地区別業者一覧表
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熊

本

の

関

ヶ

原

市史編さん
だ よ り
ＶＯＬ．２

問い合せ先

市文化振興課

市史編纂室

��０１５６
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　宇土市は、多くの先人の努力によって発展し、築かれてきました。
　この宇土の歴史を明らかにし、貴重な歴史資料を市民共有の財産
として大切に記録保存しているのが『新宇土市史』です。

資
料
編
第
三
巻　

古
代
・
中
世
・

近
世　

２
４
７
ペ
ー
ジ　
　

「
加

７５

藤
清
正
書
状
写
」）
と
報
告
し
て

お
り
、
９
月　

日
か
ら
、
宇
土
城

２１

へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
一
方
、
城
の
主
で
あ

る
行
長
は
、
関
ヶ
原
敗
戦
後
伊
吹

山
に
身
を
隠
し
て
い
ま
し
た
が
、

や
が
て
捕
ら
わ
れ
の
身
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て　

月
１
日
、
行
長

１０

は
石
田
三
成
・
安
国
寺 
恵
瓊 
と
共

え
け
い

に
京
の
六
条
河
原
で
処
刑
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
以
後
城
兵
達
は
、
帰

る
こ
と
の
な
い
主
を
待
ち
な
が
ら

戦
い
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

如
水
へ
の
書
状
で
は
「
今
之
分

尓
候
ハ
ヽ
、
急
度
落
居
程
有
間
敷

候
と
存
候
」【
今
の
様
子
だ
と
き
っ

と
城
は
落
ち
る
で
し
ょ
う
と
い
う

意
味
】
と
書
い
た
清
正
で
し
た
が
、

城
は　

日
た
っ
て
も
落
ち
ま
せ
ん

２０

で
し
た
。
逆
に
、
清
正
の
舟
奉
行

梶
原
助
兵
衛
が
、
城
の
す
ぐ
近
く

ひ
ょ
う
た
ん
渕
と
い
わ
れ
る
場
所

ま
で
船
を
乗
り
入
れ
ま
し
た
が
、

城
内
か
ら
大
筒
を
打
ち
込
ま
れ
船

は
沈
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

時
使
用
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
、

宇
土
城
跡
か
ら
は
大
筒
の
破
片
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

宇土城跡にたたずむ小西行長の銅像

　

慶
長
５
（
１
６
０
０
）
年
９
月

　

日
早
朝
、
関
ヶ
原
に
お
い
て
東

１５軍
と
西
軍
が
激
突
し
ま
し
た
。

　

宇
土
城
の
城
主
で
あ
っ
た
小
西

行
長
は
、
こ
の
時
手
勢
四
千
人
余

り
を
率
い
、
西
軍
陣
形
の
ほ
ぼ
真

ん
中
、
天
満
山
北
方
の
丘
に
布
陣

し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
熊
本
城

の
城
主
で
あ
っ
た
加
藤
清
正
は

関
ヶ
原
の
戦
い
に
は
参
加
せ
ず
九

州
に
い
ま
し
た
。
清
正
は
、
東
軍

方
で
あ
る
細
川
忠
興
の
家
臣
が
守

る 
杵
築 
城
が
攻
撃
さ
れ
て
い
る
と

き
つ
き

の
報
告
を
受
け
、
豊
後（
大
分
県
）

へ
お
も
む
く
途
中
で
し
た
が
、
豊

後
に
攻
め
入
っ
た
大
友 
義
統 
は
、

よ
し
む
ね

黒
田
如
水
に
攻
め
ら
れ
、　

日
に

１５

降
参
し
た
と
い
う
事
を
豊
後
国
境

に
近
い
小
国
で
知
り
ま
し
た
。
清

正
は
取
っ
て
返
し
て
行
長
の
弟 
隼 はや

 
人 
等
が
こ
も
る
宇
土
城
を
攻
撃
し

とま
し
た
。

　

清
正
は
、
如
水
に
対
し
９
月　
２３

日
付
の
書
状
で
「
一
昨
日
宇
土
へ

押
寄
、
外
構
一
皮
押
破
、
町
悉
令

放
火
、
は
た
か
城
尓
仕
置
候
」　

【
昨
日
、
宇
土
に
攻
撃
を
は
じ
め
、

町
を
焼
き
、
城
を
丸
裸
に
し
ま
し

た
と
い
う
意
味
】（『
新
宇
土
市
史
』

９
月　

日
か
ら
宇
土
城
を
攻
撃

２１

　

主
な
き
ま
ま
、
も
ち
こ
た
え
て

い
た
宇
土
城
も
、
落
城
の
時
を
迎

え
ま
す
。
行
長
と
共
に
関
ヶ
原
で

戦
っ
た
兵
士
が
、
西
軍
の
敗
戦
と

行
長
が
処
刑
さ
れ
た
こ
と
を
城
内

に
告
げ
、
そ
れ
を
聞
い
た
城
代
小

西
隼
人
は
、
自
身
の
切
腹
と
城
兵

た
ち
の
助
命
を
条
件
に
城
を
開
城

し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
、
落
城
の
日
を　

月
８
日
・
同

１０

　

日
・
同　

日
な
ど
と
す
る
諸
説

２０

２３

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近

見
つ
か
っ
た
、
清
正
が
佐
敷
城

（
芦
北
町
）
で
島
津
勢
と
戦
っ
て

い
た
加
藤
与
左
衛
門
尉
に
宛
て
た

　

月　

日
付
の
書
状
（
資
料
編
第

１０

１３

三
巻　

２
４
８
ペ
ー
ジ　
　

「
加

８０

藤
清
正
書
状
」）

に
「
当
城
事
、
急

度
落
居
ニ
相
極
候

間
、
可
得
其
意

候
」

【
宇
土
城
は
落
城

す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
心
得
て
お

く
よ
う
に
と
い
う

意
味
】
と
あ
り
、

ま
た
、　

月　

日

１０

１１

付
の
如
水
宛
清
正

宇
土
城
が
落
城

「
新
宇
土
市
史
」
好
評
発
売
中

書
状
で
は
、
宇
土
城
に
つ
い
て

ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、　

日
か　

日
に
落
城
が
決
定

１２

１３

し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

関
ヶ
原
の
勝
敗
が
わ
ず
か
一
日

で
決
し
た
９
月　

日
か
ら
、
実
に

１５

ひ
と
月
遅
れ
て
熊
本
の
関
ヶ
原

「
宇
土
城
攻
防
戦
」
は
幕
を
下
ろ

し
た
の
で
す
。

　

市
史
編
纂
室
で
は
、
現
在
ま
で

に
資
料
編
４
巻
、
通
史
編
１
巻
の

合
計
５
巻
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

申
込
・
問
い
合
せ
は
随
時
、
受

付
け
ま
す
。�
�
０
１
５
６
・�

�
１
０
０
５
・
メ
ー
ル：

bunka0
2@
city.uto.kum

am
oto.jp

の
い
ず

れ
か
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
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　４月１０日、市内３中学校で入学式が行われ、４０７人が期
待と不安の中、中学校生活のスタートを切りました。
　住吉中学校では、真新しい標準服を着た５２人の新入生
が在校生と保護者の拍手に迎えられ市民体育館に入場しま
した。
　福海正隆校長は「入学を心待ちにしていました。それぞ
れの個性がさらに光り、充実した３年間になるよう明るく、
楽しく、元気よく登校してください」と式辞。田口信夫市
長が「あいさつがきちんとでき、友だちに対する思いやり
の気持ちを持って、悔いのない有意義な中学生活を送って
ください」と祝辞を述べました。
　新入生の小田悠生さんが「友だちと仲良く協力して助け
合い、楽しく中学校生活を過ごしていきたい」と力強く誓
いの言葉を述べ、中村文哉生徒会長が「目標を持って、一
緒に頑張っていきましょう」と歓迎しました。

　４月１１日、市内７小学校で入学式が行われ、４１７人がピカピ
カの１年生として小学校生活をスタートさせました。
　網津小学校の新１年生は４０人。１年生一人ひとりの名前が呼
ばれると、元気のいい大きな声が体育館内に響き渡りました。
田中士郎校長が「入学おめでとう。皆さんの入学を心待ちにし
ていました。友だちをたくさん作って、楽しく学校に来てくだ
さい」と式辞を述べ、２年生の吉本真菜さんが「お兄さんやお
姉さんが優しくお世話をしてく
れるので安心してください」と
歓迎。在校生が校歌を力一杯歌
い式を終えました。式終了後、
保護者と一緒に教室に入り、担
任の先生の言葉を真剣なまなざ
しで聞き入っていました。

入学おめでとう
�市内小・中学校入学式

「大王のひつぎ実験航海」では宇土を全国にＰＲ

　４月１１日、�熊本県青年塾（米谷正勝塾長）が平成１７
年度「くまもと県民文化賞」受賞の報告に訪れました。
　同賞は地域の文化振興に貢献する活動を行ったものに
対し、贈られるもので、同塾が昨年実施された「大王の
ひつぎ実験航海」で中心的な役割を担ったことが認めら
れ、地域文化活動部門での受賞となりました。
　同塾は昭和６３年に設立後、県内の地域づくりグルー
プの団結とネットワークづくりを推進し、郷土発展に向
けて熊本地域づくりフォラソン（住民討論会）開催や船
場川クリーン作戦、温知館講座などさまざまな事業を行
い、地域おこし活動が多方面から評価されています。

地域の文化振興に貢献
�「くまもと県民文化賞」を受賞

凛々しい新一年生

���������

上級生と一緒に

標準服はピカピカ、目はキラキラ
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　４月１４日、市庁舎来賓室で第６次行財政改革大綱につい
て、市行財政改革審議会（吉田榮太会長）から田口信夫市
長へ答申されました。
 　同答申は（１）積極的に情報公開し、市民からの意見や
提言を市政に反映する（２）職員削減が市民サービスの低下
を招かないよう、少数精鋭をめざす（３）民間でできるもの
は積極的に民間に移行する（４）財政健全化の推進（５）改
革の具体的な数値目標を設定し、達成状況を市民に公表す
るなどを求めています。
　審議会は、市内各種団体の推薦による代表者と公募によ
る委員計１３人で組織し、市は、審議会での議論を基に（１）
職員を８％以上削減（２）市税収納率９８％以上（３）経常収
支比率９３％以下の数値目標を掲げた改革大綱を現在、策
定しています。第６次の計画年度は平成１８年度から５年間。

本年度から第６次新大綱スタート
�行財政改革審議会からの答申

答申を手渡す吉田会長

　４月６日、春の全国交通安全運動出発式が市民広場（浦田
町）で行われました。これは、春の全国交通安全運動期間
（４月６日～１５日）に、この運動の趣旨を広く市民に周知
徹底するために行われたものです。
　出発式では、田口信夫市長があいさつし、市職員の舞踊
部１０人が大太鼓踊りを披露、宇土幼稚園児が安全宣言し
た後、「交通安全」「忘れないでシートベルト」などと書い
たのぼり旗を手にパレードへ出発しました。
　パレードには、宇城警察署員や交通安全母の会員、交通
指導員ら約２００人が参加し、市民会館前で行った交通安全
キャンペーンでは、ドライバーらにチラシやタオルを配っ
て安全運転を訴えました。

交通事故をなくそう
�街頭パレードと交通安全キャンペーン

宇土幼稚園児の交通安全宣言

　４月２３日、網津地区グラウンドで市消防団の新入団員
訓練および消防団員訓練が行われ、田口信夫市長はじめ関
係者ら約１２０人が参加しました。
　田口市長が「地域の安全確保のために訓練に取り組んで
頂きたい」とあいさつ。志垣消防団長、杉本宇城広域消防
本部消防長が、それぞれ４６人の新入団員を激励しました。
　また、各分団の新部長、新班長、新入団員の代表に辞令
交付が行われ、新入団員の江村知紘さんが力強く宣誓しま
した。
　訓練は、ポンプ使用説明及び水だし訓練、無線機の取り
扱い説明、規律訓練が行われ、その後、消防団としての心
構えや服務と処遇などについて説明を受けました。

団員としての心得を
�市消防団員新入団員訓練

ポンプ操法を習う新入団員の皆さん

���������

交通ルールを守ろう
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　４月１５日、１６日宇土マリーナで第７回くまもと未来国体記
念ジュニアヨット大会（２００６宇土カップ）が開催され、鹿児
島県、大分県、福岡県、広島県、宮崎県、熊本県から３６人
（宇土市からは４人）が参加しました。
　同大会は、平成１１年に開催されたくまもと未来国体、平
成１３年度の全国高校総体を契機にヨット競技を通じて青少
年健全育成と九州管内のヨットマンの親睦と融和を図るため
中学生以下を対象に開催しているもの。
　今回、実施された種目はＯＰ級。ＯＰ級とは、中学生以下
のヨット競技の中でも最も艇が小さいクラスで、全国大会を
勝ち抜くと日本代表として世界大会に出場できる大会もあり
ます。今大会の優勝者は次のとおり。（敬称略）
Ａクラス：優勝　須河内彩夏（福岡ジュニアヨットクラブ）
Ｂクラス：優勝　多田　緑（玄海セーリングジュニアクラブ）

だれでも楽しめるヨットを体験してみませんか。

　熊本ジュニアヨットクラブでは、毎週土・日曜日に宇土マ
リーナで練習しています。
　昨年、クラブのメンバーが全国制覇を果たしていますが、
技術の向上だけではなく、海でのマナーの勉強や仲間づくり
の活動が中心の内容です。
　いつでも、見学できますので、ぜひお越しください。
問い合せ先　市スポーツ振興課　��３４７２

風を受け、走れ
�第７回国体開催記念ジュニアヨット大会

赤ちゃんに本をプレゼント

　４月６日、市保健センターで一人ひとりの赤ちゃんに

絵本を手渡す運動「ブックスタート」が行われました。

　これは、赤ちゃんのうちから本に親しんでもらおうと、

３カ月健診に来た３４組の親子に、赤ちゃん向けの絵本２

冊をプレゼントするもの。ボランティア４人がそれぞれ

の親子と向き合い、感情たっぷりに「いないいないばあ」

などの絵本の読み聞かせを行いました。

 　また、同図書館は文部科学省から「子どもの読書活動

優秀実践図書館」大臣賞を受賞し、受賞した全国５４図

書館を代表して４月２３日に東京都国立オリンピック記念

青少年総合センターで実践事例を発表しました。

　これは、平成１７年度から「子ども読書活動推進計画」

で読み聞かせするボランティアの養成講座やボランティ

アによる「おはなし会」、公民館に図書コーナーを設置す

るなど図書館で実施したさまざまな活動が評価され、受

賞したものです。

　図書館では「いつでも、どこでも、だれでも読書でき

る環境づくり」をめざし、さまざまな取り組みを行って

います。

本のひととき　赤ちゃんといっしょ
�図書館でさまざまな活動を実施

表彰式の様子

���������

熊本ジュニアヨットクラブのメンバー
右端の写真は子どもたちが作った会員募集ポスター

毎週水曜日に行われている絵本の時間
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　４月９日、網田駅をスタート・ゴールとして網田焼の里

資料館や蒼土窯、島山展望所を巡る約８ｋｍのコースでＪ

Ｒ九州ウォーキングが開催され、県内外から３９８人が参加

しました。

　ＪＲ網田駅では「みんなの寺子屋」の子どもたち（網田

小低学年１０人）が到着した参加者に地元特産のネーブル

を配り歓迎。その後、地元歩こう会のメンバーで参加者と

ウォーキングをし、御輿来海岸を見渡す展望所では、地元

婦人会と戸口老人会が参加者にアサリ貝のみそ汁を振る舞

い、参加者との交流を深めました。

焼き物の里と御輿来の干潟を訪ねる
�ＪＲ九州春のウォーキング

笑顔で歓迎した「みんなの寺子屋」の子どもたち

　４月１４日、住吉自然公園にあるドゥルー碑の前で海苔の生
態を発見し、海苔養殖業に多大な功績があったキャサリン・
メアリー・ドゥルー女史（故人・英国人）をたたえる記念祭
が行われ、地元漁協をはじめ県内外から関係者約１５０人の出
席がありました。
　住吉漁協の藤山義成組合長が「平成１７年は豊作で本日は
ドゥルー先生に良い報告ができました。今後も海苔の生産を
安定させていきたい」とあいさつしました。
　また、席上、住吉漁協が「未来に残したい漁業漁村の歴史
文化財産百選」に農林水産大臣から認定されたことも披露さ
れ、藤山組合長は「認定を受けることができたのは、皆さん
のおかげ。この認定に恥じないように今後も一生懸命取り組
んでいきたいと思います」と話しました。

海苔の救世主に感謝して
�第４３回ドゥルー祭開催

あいさつをする藤山組合長

���������

Hello everyone!  こんにちは！ Spring is here!  春になりました！　Did you 

enjoy the beautiful cherry blossoms?  きれいな桜を見ましたか？

今月のテーマ : 

Vol.�

26

������������������������
ザ シーズンズ

 Ｓｐｒｉｎｇ 
スプリング

 Ｓｕｍｍｅｒ 
サマー

 Ａｕｔｕｍｎ ／ Ｆａｌｌ 
オータム フォール

 Ｗｉｎｔｅｒ 
ウインター

� � � �
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お
知
ら
せ

　

熊
本
県
は
、
地
下
水
に
恵
ま
れ

た
地
域
で
す
。

　

地
下
水
は
、
水
道
用
水
を
は
じ

め
、
農
業
、
工
業
、
水
産
業
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
利
用
さ
れ
、

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
、

か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
地
下
水
も
無
限

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
熊
本
県
地
下
水
保
全
条
例
」

で
は
、
地
下
水
採
取
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
、
一
定
規
模
以
上
の

揚
水
機
を
用
い
て
地
下
水
を
採
取

地
下
水
を

採
取
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

ま
で
当
協
会
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先　

宇
城
地
区
交
通
安

全
協
会　
�
�
３
１
８
５　

市
自

治
振
興
課
防
災
交
通
係　
�
�
１

１
１
１
（
内
線
２
１
５
２
）

さ
れ
て
い
る
方
に
、
年
１
回
、
毎

年
度
の
地
下
水
採
取
量
の
報
告
を

す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
届
出
様
式
は
市
環
境
課

に
あ
り
ま
す
の
で
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

届
出
が
必
要
と
な
る
揚
水
設
備

吐
出
口
の
断
面
積
が
６�
を
こ
え

る
も
の
（
口
径　
�
以
上
）

２．８

届
出
先
・
問
い
合
せ
先　

市
環
境

課
環
境
政
策
係　
�
�
１
１
１
１

（
内
線
２
８
２
３
）

　

宇
城
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、

表
彰
申
出
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り

①
宇
城
地
区
交
通
安
全
協
会
会
員

で
過
去
３
年
以
内
に
交
通
違
反

（
違
反
点
数
３
点
以
内
の
軽
微

な
反
則
行
為
含
む
）が
な
い
人
。

②
運
転
免
許
を
取
得
し
、
今
年
６

月
末
現
在
で
、　

年
、　

年
、　

１０

２０

３０

年
、　

年
を
そ
れ
ぞ
れ
経
過
し

４０
て
い
る
人
で
、
交
通
事
故
を
起

こ
し
、
ま
た
は
交
通
法
令
に
違

反
し
て
行
政
処
分
ま
た
は
刑
事

処
分
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
。

　

表
彰
希
望
の
方
は
、
６
月
９
日

永
年
無
事
故
運
転
者

　
　
　
　
　

表
彰
受
付
中

　

自
動
車
の
運
転
手
は
６
歳
未
満

の
幼
児
を
乗
車
さ
せ
る
場
合
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
が
道

路
交
通
法
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
て
、
生
後
３
カ
月
か
ら
６
歳
未

満
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
の

保
護
者
。
原
則
と
し
て
１
世
帯
１

台
と
し
ま
す
。

貸
出
数
量

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
新
生
児
〜

４
歳
児
用
）
５
台

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
（
５
歳
児
〜
６

歳
児
用
）
４
台

貸
出
期
間　

原
則
３
カ
月

※
貸
出
は
無
料
で
す
。

問
い
合
せ
先　

市
自
治
振
興
課
防

災
交
通
係　
�
�
１
１
１
１
（
内

線
２
１
５
２
）

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

�������	��
　宇土市情報公開条例第２３条および宇土市個人情
報保護条例第４２条の規定により、平成１７年度請求
分の各実施機関の運用状況を次のとおり公表します。

問い合せ先　市総務課情報公開係　��１１１１（内線２２１７）

教育
委員会

市長運　用　状　況

０８（１）　公文書開示の請求件数
０６（２）　公文書開示の決定件数
０２（３）　公文書非開示決定件数
０１８（４）　自己情報の開示等請求件数
０１７（５）　自己情報の開示等決定件数
０１（６）　自己情報の非開示等決定件数
００（７）　不服申立ての件数
－－（８）　不服申立ての処理状況

（９）　その他運用状況に関すること
　公文書開示に係る手数料は無料です。ただし、コ
ピー代等の実費は必要になります。市庁舎１Fロビー
に「情報公開コーナー」を設置していますので、お気
軽にご利用ください。

　

４
月
８
日
（
土
）
市
民
会
館
小

ホ
ー
ル
で
、
宇
土
シ
テ
ィ
・
市
運

動
公
園
に
か
か
る
新
幹
線
工
事
の

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
工
事
の
具
体
的

な
工
法
や
工
事
用
車
輌
の
運
行
経

路
等
の
説
明
が
あ
り
、
市
民
か
ら

安
全
性
の
確
保
に
最
大
限
の
考
慮

を
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
工
事
に
よ
り
家
屋
等
へ

新
幹
線
工
事説

明
会
を
開
催

の
影
響
は
な
い
か
、
新
幹
線
が
開

通
す
る
こ
と
に
よ
り
騒
音
や
振
動
、

電
波
障
害
が
発
生
し
な
い
か
な
ど

の
不
安
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
発
注
者
で
あ

る
鉄
道
運
輸
機
構
か
ら
は
、
騒
音

対
策
に
つ
い
て
は
今
後
、
継
続
し

て
協
議
し
て
い
き
た
い
、
ま
た
万

一
、
工
事
に
よ
る
影
響
や
開
通
後

に
問
題
が
発
生
し
た
場
合
に
は
誠

意
を
も
っ
て
対
処
し
て
い
く
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問
い
合
せ
先　

発
注
者　
鉄
道
運
輸

機
構
宇
城
鉄
道
建
設
所　�
�
４
０

０
９　

請
負
者　
青
木
あ
す
な
ろ
・
地

崎
・
福
岡
Ｊ
Ｖ　�
�
１
６
８
６
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選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

【新制度の概要】

　住宅等の消毒は、その管理者が行うことが原則です。
　市が実施する場合もありますが、感染症の発生による近隣地域への蔓延防止
等一定の条件が重なった場合に限定して実施します。住宅等の消毒を管理者が実
施できない場合は、市が代わって行うことも可能ですが、特定の者のために行
う行政サービスとして手数料が発生します。
　手数料の額は、１�当たり６０円です。（市手数料条例）
　また、市内一斉消毒が廃止となりますので、行政区が主体となって消毒を実
施する場合に限って、消毒用機材を無料で貸し出します。

通常の衛生害虫駆除消毒 法令に基づく消毒消毒の種別【消毒の種別と消毒実施者】

施設管理者 市

実施責任者

市自ら実施

消毒実施者

行政区

消毒用機材を借りる際は
市に申請が必要（嘱託員）

問い合せ先　
市環境課環境政策係
��１１１１（内線２８２１）

選
挙
人
名
簿
（
定
時
登
録
）
の
縦

覧
の
お
知
ら
せ

　

６
月
１
日
現
在
で
登
録
し
ま
す

選
挙
人
名
簿
を
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
し
ま
す
。

期
間　

６
月
３
日
（
土
）
〜

６
月
７
日
（
水
）

時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

縦
覧
場
所
・
問
い
合
せ
先　

市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局　
�
�
１

１
１
１
（
内
線
２
３
４
１
）　

選
挙
啓
発
標
語

『
も
っ
と
素
敵
な
社
会
の
た
め
に
、

も
っ
と
政
治
に
関
心
を
』

環
境
課
か
ら
ご
み
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
お
願
い

竹
の
子
の
皮
・
貝
殻
は
？

　

季
節
柄
、
竹
の
子
・
貝
類
の
消

費
が
多
く
な
り
ま
す
。
竹
の
子
の

皮
・
貝
殻
は
、
燃
え
る
ご
み
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

雨
天
時
の
資
源
ご
み
の
出
し
方

は
？

　

雨
が
降
っ
た
場
合
も
、
資
源
ご

み
分
別
収
集
は
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
点
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・
新
聞
紙
・
段

ボ
ー
ル
・
雑

誌
紙
箱
類
は
、

透
明
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
布
類
は
、
通
常
通
り
必
ず
透
明

の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
ご
み
置
き
場
は
？

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
で
き

る
ご
み
置
き
場
は
、
お
住
ま
い
の

地
区
の
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
ご
み
置
き
場
の
、
清

掃
管
理
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

に
よ
り
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
が
理
由
で
す
。
通
勤
途
中
な

ど
で
の
地
区
外
持
ち
込
み
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
み
置
き
場
の
場
所
が

わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
環
境
課
ま

た
は
地
区
嘱
託
員
さ
ん
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

生
ご
み
の
出
し
方
は
？

　

生
ご
み
の
堆
肥
化
に
つ
い
て
、

２
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
め
は
、
生
ご
み
以
外
の
異

物
（
ビ
ニ
ー
ル
や
紙
類
な
ど
）
の

混
入
、
２
つ
め
は
、
水
分
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

ど
ち
ら
も
、
生
ご
み
の
堆
肥
化

に
お
い
て
、
費
用
の
増
加
や
、
良

質
の
堆
肥
が
困
難
に
な
る
な
ど
の

障
害
と
な
り
ま
す
。

　

生
ご
み
を
出
す
際
に
は
、
ビ

ニ
ー
ル
・
紙
類
な
ど
を
必
ず
取
り

除
き
、
で
き
る
限
り
水
分
を
絞
っ

た
う
え
で
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

な
ど
の
出
し
方
は
？

　

暖
か
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

寒
い
時
期
の
鍋
物
の
際
に
使
用
し

た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
、
日
常
使

用
す
る
整
髪
料
な
ど
が
入
っ
て
い

た
ス
プ
レ
ー
缶
は
次
の
点
に
注
意

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
必
ず
中
身
を

使
い
き
り
、

風
通
し
の
よ

い
場
所
で
、

穴
を
開
け
て

く
だ
さ
い
。

・
表
示
や
磁
石
で
ス
チ
ー
ル
・
ア

ル
ミ
の
素
材
を
確
認
し
、
資
源

ご
み
分
別
収
集
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
せ
先　

市
環
境
課
廃
棄
物

対
策
係　
�
�
１
１
１
１
（
内
線

２
８
２
３
）

住宅等の消毒制度が変わりました

手続不要
市に申請が必要
（施設管理者）

↓ ↓ ↓

�
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�
�

�
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自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５

月
初
め
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
の
５
月
末
日
ま
で
に
最

寄
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
各
地
域
振
興
局
税
務

課
、
熊
本
県
税
事
務
所
、
自
動
車

税
事
務
所
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
※
一
部

の
店
舗
を
除
き
ま
す
）

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
自
動
車
税
の

税
額
が
増
減
さ
れ
ま
す

　

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
排
気
ガ

ス
や
燃
費
性
能
が
優
れ
た
環
境
負

荷
の
小
さ
い
自
動
車
（
新
車
）
は

自
動
車
税
が
軽
減
さ
れ
、
一
定
年

数
を
経
過
し
た
環
境
負
荷
の
大
き

い
自
動
車
は
自
動
車
税
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
自
動
車
税
が
加
算
さ
れ

る
自
動
車
は
、
新
車
新
規
登
録
か

ら　

年
を
過
ぎ
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

１１
自
動
車
税
の
納
付
は

５
月
末
ま
で
に

　

中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
）
は
、
昭
和　

年
に

３４

国
の
中
小
企
業
対
策
の
一
環
と
し

て
制
定
さ
れ
た
「
中
小
企
業
退
職

共
済
法
」
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
た

制
度
で
す
。

制
度
の
特
色

○
適
格
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先

で
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

○
短
時
間
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ

企
業
の
魅
力
づ
く
り
、
仕
事
へ
の
意
欲

づ
く
り
に
中
退
共
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

お
よ
び　

年
を
過
ぎ
た
ガ
ソ
リ

１３

ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
で
、
年
限
を
経
過

し
た
翌
年
度
か
ら
抹
消
登
録
さ
れ

る
ま
で
、
自
動
車
税
が
約　

％
増

１０

額
さ
れ
ま
す
。

平
成　

年
度
に
自
動
車
税
が
加
算

１８

さ
れ
る
自
動
車

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車　

　

平
成
７
年
３
月
以
前
に
新
車
新

規
登
録
さ
れ
た
自
動
車

ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車　

　

平
成
５
年
以
前
に
新
車
新
規
登

録
さ
れ
た
自
動
車

問
い
合
せ
先　

宇
城
地
域
振
興
局

税
務
課　
�
�
２
１
１
１

マ
ー
等
）
の

方
も
加
入
で

き
ま
す
。

○
掛
金
は
全
額

非
課
税
に
な

り
ま
す
。

○
加
入
前
の
勤
務
期
間
（
過
去
勤

務
期
間
）
通
算
制
度
と
転
職
し

た
場
合
の
通
算
制
度
が
あ
り
ま

す
。

○
掛
金
は
預
金
口
座
か
ら
振
り
替

え
ら
れ
、
退
職
金
は
直
接
退
職

者
に
支
払
い
ま
す
の
で
、
管
理

が
簡
単
で
す
。

掛
金
の
種
類

○
月
額
５
０
０
０
円
か
ら
３
０
０

０
０
円
ま
で
の　

種
類
で
す
。

１６

○
短
時
間
労
働
者
（
１
週
間
の
所

定
労
働
時
間
が
通
常
の
従
業
員
よ

り
短
く
、
か
つ　

時
間
未
満
の
従

３０

業
員
）
は
、
２
０
０
０
円
・
３
０

０
０
円
・
４
０
０
０
円
の
特
例
掛

金
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
の
手
続
き　

所
定
の
申
込
書

に
記
入
・
押
印
の
う
え
、
お
近
く

の
金
融
機
関
ま
た
は
委
託
事
業
主

団
体
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先　

独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構　

中
小
企

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
（
中
退

共
）�
０
３
（
３
４
３
６
）
０
１

５
１

目　的
　市における男女共同参画の推進に関する施策に、皆
さまのご意見を反映していくために、「市男女共同参画
審議会」委員１０人のうち、２人を募集します。

委員の任期
平成１８年８月１日～平成２０年７月３１日（委嘱の日から２年間）

応募資格
　市内に住所を有するか勤務する２０歳以上６９歳以下
（平成１８年７月１日現在）の方で、次の要件を満たす方
（１）男女共同参画の推進に意欲のある方
（２）国及び地方公共団体の議会議員でない方
（３）常勤の国家公務員及び地方公務員でない方
（４）市の他の審議会等の公募による委員でない方
（５）平日に開催する会議に出席できる方（年３～４回程度）

応募方法
①応募に当たって提出するもの
・委員応募用紙・小論文（テーマ：「男女共同参画の推進
について」、意見や提言を８００字程度にまとめたもの）
※委員応募用紙は、市ホームページからダウンロード

�������	
��
�����������

するか、市自治振興課パートナーシッ
プ推進係までご請求ください。

※提出された申込書及び小論文はお返し
しませんので、ご了承ください。

②提出方法　郵送、持参、ファクシミリ又はE－mail
募集期間

　６月１日（木）～６月３０日（金）。郵送の場合は、
期間最終日の消印のあるものまで有効とします。

選考方法
　提出された応募書類のほか、男女比、年齢等を総合
的に考慮し選考します。なお、選考の結果は全員に通
知します。

委員報酬等
　会議出席の際に、市が規定する報酬および旅費を支
給します。

申込先および問い合せ先
〒８６９－０４９２（住所不要）　市自治振興課パートナー
シップ推進係　��１１１１（内線２２１９）　��０１１０
E－mail　jichi０１＠ city．uto．kumamoto．jp

あなたの思いを市政に
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宇
土
市
八
水
土
地
改
良
区

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

次
の
よ
う
な
事
項
に
つ
い
て
、

該
当
が
あ
る
場
合
は
速
や
か
に
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
従
来
ど

お
り
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１　

諸
届
出
に
つ
い
て

①
農
地
の
移
動
並
び
に
転
用
等

農
地
を
売
買
・
貸
借
等
移
動
し

た
場
合
、
ま
た
宅
地
等
に
転
用

お
よ
び
公
共
事
業
等
で
国
、
県
、

市
町
等
に
売
買
し
た
場
合
。

②
組
合
員
資
格
の
変
更
届

農
業
者
年
金
受
給
に
伴
う
経
営

移
譲
並
び
に
相
続
等
、
組
合
員

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
。

２　

賦
課
金
の
口
座
振
替
（
自
動

引
落
し
）
に
つ
い
て

①
取
扱
金
融
機
関

・
Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
宇
土
・
富
合
支
所

・
郵
便
局

②
手
続
方
法

Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
宇
土
・
富
合
支

所
お
よ
び
郵
便
局
に
通
帳
と
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

届
出
期
限　

５
月　

日
（
水
）

３１

問
い
合
せ
先　

宇
土
八
水
土
地
改

良
区
事
務
局　
�
�
０
２
２
３

試
験
日　

８
月　

日
（
水
）

１６

試
験
会
場　

熊
本
県
立
大
学　

受
験
資
格　

中
学
校
を
卒
業
程
度

で
飲
食
店
や
給
食
施
設
等
で
２

年
以
上
調
理
の
実
務
経
験
の
あ

る
方
。

受
付
期
間　

６
月
５
日
（
月
）
〜

６
月
９
日
（
金
）

願
書
配
布
機
関
・
願
書
提
出
先　

宇
城
保
健
所
、
県
健
康
づ
く
り
推

進
課

受
験
手
数
料　

６
２
０
０
円

問
い
合
せ
先

宇
城
保
健
所　
�
�
１
１
４
７

平
成　

年
度

１８

　
　
　

調
理
師
試
験
実
施

募
集
・
催
し

わ
ん
ぱ
く
広
場
参
加
者
募
集

　

珍
し
い
鳥
を

見
に
行
き
ま
せ

ん
か�
ど
ん
な

鳥
を
見
つ
け
ら

れ
る
か
な
？

児
童
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

期
日　

５
月　

日
（
日
）

２８

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

児
童
セ
ン
タ
ー
に
９
時　

分
集
合

３０

行
き
先　

御
船
町
県
鳥
獣
保
護
セ

ン
タ
ー
野
鳥
の
森

対
象　

小
学
生　

人
２０

受
付
日　

５
月　

日
（
土
）

２０

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜

持
っ
て
来
る
も
の　

弁
当
・
水
筒
・

帽
子
・
敷
物　
　
　
　
　

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
本
人
ま
た
は
家
族
以
外
の
申
し

込
み
は
お
断
り
し
ま
す
。　
　

第
２
弾�
　

み
ん
な
で
踊
ろ
う
ブ

レ
イ
ク
ダ
ン
ス�
　

期
日　

６
月
３
日
（
土
）

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

場
所　

児
童
セ
ン
タ
ー
（
プ
レ
イ

ル
ー
ム
）

受
付
日　

５
月　

日
（
土
）

２７

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

※
動
き
や
す
い
服
装
、
靴
、
タ
オ

ル
持
参
で
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

※
入
館
は
６
歳
以
下
の
子
ど
も
さ

ん
は
（
入
学
前
）
必
ず
保
護
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
兄
弟
で
も
６
歳
以
下
は
保
護
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

問
い
合
せ
先　

市
児
童
セ
ン
タ
ー

�
�
３
３
０
３

男 女 共 同 参 画 社 会 づ く り
地 域 リ ー ダ ー 研 修 生 募 集

募集締切　５月１９日（金）まで
募集対象　宇土市在住の２０歳以上６５歳未満の男女で、

全研修に意欲を持って参加できる方。
募集人員　１人
応募方法　参加申込書に必要事項を記入のうえ、市自

治振興課パートナーシップ推進係まで提出し
てください。

　　　　※参加申込書は、市パートナーシップ推進係、
市のホームページにあります。

発　　表　選考の上６月中に通知します。（県で選考）
費　　用　先進地研修に要する費用（約１０万円程度）

のうち、３分の２を県と市で負担します。

研修の主な内容
事 前 研 修　６月２４日（土）　
　男女共同参画社会づくりに関する基礎的な知識
を学びます。
先進地研修　８月２４日（木）～２７日（日）（３泊４日）
　東京都と神奈川県に研修に行き、女性の地位向
上のための政治、経済などの学習
機会の提供、調査等を行っている
施設などの見学や神奈川県の地域
リーダーの方々と交流します。
事 後 研 修　１０月２７日（金）
　今後の活動に向けた学習および討議をします。

申込・問い合せ先

〒８６９ － ０４９２　宇土市浦田町 ５１ 番地　市自治振興課パートナーシップ推進係　
�� １ １ １ １ （内線２２１９）E－mail　jichi０１＠ city．uto．kumamoto．jp
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乳
幼
児
向
け
絵
本
や
紙
芝
居
、

楽
し
い
木
の
お
も
ち
ゃ
、
手
遊
び

等
の
出
前
を
し
ま
す
。
予
約
不
要
。

日
時
・
場
所

５
月　

日
（
月
）
午
前　

時
〜　

時　

分

２２

１０

１１

３０

　

網
津
公
民
館　
（
網
津
支
所
内
）

５
月　

日
（
月
）
午
前　

時
〜　

時　

分

２９

１０

１１

３０

　

緑
川
公
民
館　
（
緑
川
駅
近
く
）

６
月
５
日
（
月
）
午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

　

長
浜
東
公
民
館　
（
踏
切
近
く
）

６
月　

日
（
月
）
午
前　

時
〜　

時　

分

１２

１０

１１

３０

　

走
潟
公
民
館　
（
走
潟
保
育
園
近
く
）

６
月　

日
（
月
）
午
前　

時
〜　

時　

分

１９

１０

１１

３０

　

轟
公
民
館　
　
（
轟
保
育
園
と
な
り
）

問
い
合
せ
先　

つ
ど
い
の
広
場

（
直
通
）�
�
２
４
０
８　

福
祉

課
子
育
て
支
援
係　
�
�
１
１
１

１
（
内
線
）
２
８
１
３

お
出
か
け「つ

ど
い
の
広
場
」

　

キ
ー
ボ
ー
ド
の
生
演
奏
に
あ
わ

せ
て
と
ん
だ
り
、
は
ね
た
り
し
て

遊
び
ま
す
。

日
時　

５
月　

日
（
水
）

１７

ど
ん
ぐ
り
く
ら
ぶ
発

５
月
の
こ
の
ゆ
び
と
ー
ま
れ

時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

　
　
　

受
付　

午
前
９
時　

分
〜

４５

場
所　

轟
地
区
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

講
師　

小
森
志
保
先
生　
（
御
船

町　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
く
も
の
こ

か
い
主
幹
）

ピ
ア
ノ
演
奏　

藤
元
祥
代
さ
ん

参
加
費　

２
０
０
円（
講
師
料
と
し
て
）

事
前
申
し
込
み
不
要

持
っ
て
来
る
物　

水
筒
、
タ
オ
ル
、

着
が
え

　

未
就
園
児
の
保
護
者
の
方
、
子

ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
幼
稚
園
に
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

楽
し
く
遊
ぶ
中
で
学
ぶ
教
育
が

幼
児
教
育
で
す
。

　

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
、
幼
児
教
育
の
重
要

性
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月　

日（
木
）（
１
回
目
）

２５

時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

楽
し
い
子
育
て

支
援
教
室
を
開
催

場
所　

宇
土
幼
稚
園
（
網
田
、
網
津
、
緑

川
、
走
潟
、
宇
土
東
、
宇
土
小
校

区
の
方
）　

花
園
幼
稚
園（
花
園
小
校
区
の
方
）

内
容　

保
育
参
観
、
リ
ズ
ム
体
操
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
講
話

問
い
合
せ
先

宇
土
幼
稚
園　
�
�
０
３
２
６

花
園
幼
稚
園　
�
�
０
０
３
１

　

本
年
度
、
防
衛
庁
で
は
６
月
に

２
等
陸
士
・
２
等
海
士
・
２
等
空

士
（
女
子
は
２
等
海
士
の
み
）
の

採
用
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

採
用
種
目　

２
等
陸
士
・
２
等
海

士
・
２
等
空
士

採
用
予
定
人
員　

未
定

受
験
資
格　
　

歳
以
上　

歳
未
満

１８

２７

の
男
女

採
用
試
験
日　

６
月　

日（
男
子
）

１０

　
　
　
　
　
　

６
月　

日（
女
子
）

１１

入
隊
時
期　

未
定

問
い
合
せ
先　

宇
城
募
集
案
内
所

�
�
２
０
４
７

自
衛
官
募
集
のお

知
ら
せ
！

☆マンドリンコンサート
開催時間　午後１時３０分～３時
演奏団体　熊本マンドリン協会

熊本大学マンドリンクラブ
宇土高校合唱部
不知火中学マンドリン部
網津保育園
鶴城中合唱部　　　　　予定

期日　６月１１日 （日）
場所　住吉自然公園（雨天時　網津小学校体育館）

主催　宇土市
後援　市観光協会・市物産協会・住吉漁業協同組合・

網津校区婦人会・日曜朝市組合

問い合せ先
　市商工観光課観光物産係　�� １１１１ （内線２３２６）

☆同時開催イベント（時間　午前１１時～午後４時）
○宇土の物産品即売会
○紫陽花の押し花教室
○紫陽花のさし芽教室

　県下屈指の紫陽花の名所である住吉自然公園には、市花の紫陽花が約２，０００株植栽され、
開花時期には多くの花見客で賑わいます。この時期にあわせて、花と音のイベント「紫陽花
マンドリンコンサート」が開催されます。お誘い合わせの上、ぜひお出かけください。

～花と音のイベント～

��������������������
あ じ さ い
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　ビーズアクセサリー製作が初めてという方でも大
丈夫。自然素材を使ったあなただけのオリジナル
ビーズアクセサリーを作りませんか。
期日　６月５日・１２日・１９日・２６日（計４回）
時間　午後７時～９時
場所　市勤労青少年ホーム１階講習室
定員　１２人　講師　平田亜希
受講料　１，０００円　教材費　実費（３００円～１，０００円程度）
申込対象者　宇土市及び近郊に在住またはお勤めの方

で３９歳までの方。
申込方法　５月１５日から受講料を添えて勤労青少年

ホーム備え付けの申込用紙で申し込んでく
ださい。

注意事項　６月４日までに申込が定員の２割に達しな
い場合は開講できません。なお、その場合、
受講料については後日、返金します。

申込・問い合せ先　市勤労青少年ホーム（市商工観光課内）
　　　　　　　　　��１１１１（内線２３２１）（夜間２３２３）

宇土市勤労青少年ホーム短期講座募集

�������	�
�

申込・問い合せ先　市商工観光課商工振興係 　��１１１１（内線２３２１）

　

行
政
に
対
す
る
ご
意
見
、
苦
情

な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
何
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　

５
月　

日（
水
）、
６
月　

２４

１４

日
（
水
）
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

会
場　

市
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

２
階
会
議
室

行
政
相
談
員　

三
浦
壽
美
子
（
築

籠
町
）�
�
１
３
６
７

問
い
合
せ
先　

市
自
治
振
興
課

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
係　
�

�
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
９
）

相　

談

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

身
近
な
行
政
相
談

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
・
多
重

債
務
な
ど
の
被
害
の
他
、
消
費
者

被
害
に
関
す
る
こ
と
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

期
日　

５
月　

日
（
木
曜
日
）

２５

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２

階　

小
会
議
室

相
談
料　

無
料

相
談
員　

宇
土
市
在
住
司
法
書
士

消
費
者
行
政
相
談
を

　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

特
設
人
権
相
談
所
で
は
、
人
権

擁
護
委
員
が
様
々
な
心
配
ご
と
、

困
り
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

特
設
人
権
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す

問
い
合
せ
先　

市
商
工
観
光
課
商

工
振
興
係　
�
�
１
１
１
１
（
内

線
２
３
２
１
）

だ
さ
い
。

相
談
日　

５
月　

日
（
木
）
６
月

２５

１
日（
木
）午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

会
場　

市
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

相
談
員　

市
の
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容　

人
権
問
題
、
家
庭
問

題
、
そ
の
他

※
常
設
と
し
て
法
務
局
（
市
役
所

北
側
）
で
は
、
土
日
・
祝
日
を
除

く
平
日
の
午
前
８
時　

分
か
ら
午

３０

後
５
時
ま
で
人
権
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

問
い
合
せ
先　

法
務
局
宇
土
支
局

�
�
０
３
２
０　

市
自
治
振
興
課

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
係　
�

�
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
９
）

　

身
の
周
り
の
行
政
や
生
活
環
境

に
つ
い
て
「
ど
こ
に
相
談
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の
悩
み

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

例
え
ば
「
遺
産
を
相
続
し
た
が

相
続
税
額
が
心
配
」「
借
金
が
高
額

な
の
で
債
務
を
整
理
し
た
い
」「
不

動
産
の
移
転
登
記
の
方
法
を
知
り

た
い
」「
土
地
境
界
で
近
隣
者
と
話

が
つ
か
な
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
疑
問
・
悩
み
に
つ
い
て
専
門
の

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館

「
パ
レ
ア
」（
鶴
屋
デ
パ
ー
ト
東
館
）

日
時　

毎
月
第
１
水
曜
〜
第
４
水

曜
日
（
祝
日
は
翌
日
）
午
前
９
時

　

分
〜
午
後
４
時

３０相
談
内
容　

税
務
相
談
、
不
動
産

相
談
、
法
律
相
談
、
登
記
・
法
律

相
談
、
土
地
境
界
相
談
、
男
女
共

同
参
画
相
談
、
行
政
一
般
相
談

問
い
合
せ
先　

総
務
省　

熊
本
行

政
評
価
事
務
所　
�
０
９
６
（
３

２
４
）
１
６
６
２

暮
ら
し
の
行
政

な
ん
で
も
相
談

定　員　８人
指導日　６月２１日（水）～７月２６日（水）

毎週水曜日　午後１時３０分～午後４時
受講料　３，０００円、および石材費２，０００円が必要で

す。

定　員　７人
指導日　６月２２日（木）～７月２７日（木）

毎週木曜日　午後１時３０分～午後４時３０分
受講料　３，０００円、および石材費等１，５００円が必要

です。

※申込期間は５月３１日（水）～６月９日（金）です。
　定員になり次第、締め切りますが、両講座とも４
人以上の応募がなければ開講しません。

　道具等は無料で使用できます。

指導者　小野寺友吉氏

指導者　石崎大徳氏

市コミュニティハウス講座　第２期生募集

お地蔵さん工房講座

硯制作講座
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シ�
1リ�ー�ズ�わたしたちと人権�わたしたちと人権�わたしたちと人権�わたしたちと人権�

同和問題�

『ともだち　いっしょに　げんきに　あそぼう』
網田小学校　１年（当時）　森田ゆうや

差別のない社会をつくるた
めに学習会・研修会を開催

　４月４日・５日の両日、宇城広域消防衛生施設組合全職員を

対象に人権に関する研修会が開催されました。講師は、昨年、

市の人権教育推進協議会の研修会でも講演いただいた部落解放

同盟熊本県連合会　書記長の高城雅毅氏。高城氏は、自分の生

い立ちの中で人との出会いをとおし、差別がどんなに愚かなこ

とかを強く訴えられました。

　また、人命を預かる大切な任務の消防署員の皆さんこそ、人

権感覚を日々の業務の中で大切にしてほしいと語られました。

　受講者の皆さんは、終始熱心に受講され、今後の生活に活かされるものと心強く感じまし

た。市では、差別のない社会をつくるために、職場・団体等における人権に関する学習会・

研修会を開催するよう啓発活動を行っています。取り組み方や講師の紹介などご相談に応じ

ますので下記の担当までご連絡ください。

　担当　自治振興課　パートナーシップ推進係　��１１１１（内線２２１９）
　　　　市教育委員会　生涯学習課　��６５１０

平成１７年度宇土市人権標語入賞作品から

『この地球　みんな仲良く　くらす星』
宇土小学校　５年（当時）　松村徹朗

〈〈�
�
�
�

〉〉

定
期
人
事
異
動

　

市
で
は
４
月　

日
付
け
で
定
期

２１

人
事
異
動
を
実
施
。
係
長
級
以
上

の
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

　
（　

）
は
前
職

【
部
長
職
】

▽
総
務
企
画
部
長
（
教
育
部
長
）

吉
永
栄
治
▽
首
席
審
議
員
（
総
務

企
画
部
担
当
）（
議
会
事
務
局
長

兼 
次
長
事
務
取
扱
）
山
本
孝
敏

▽
建
設
部
長
（
審
議
員
兼 
建
設
部

水
道
課
長
事
務
取
扱
）
小
郷
秀
一

▽
教
育
部
長
（
審
議
員
兼 
総
務
企

画
部
自
治
振
興
課
長
事
務
取
扱
）

宮
田
嗣
友

【
課
長
職
】

▽
審
議
員
兼 
建
設
部
水
道
課
長

事
務
取
扱
（
審
議
員
兼 
建
設
部
土

木
課
長
事
務
取
扱
）
園
村
良
一
▽

審
議
員
兼 
議
会
事
務
局
長
（
審
議

員
兼 
総
務
企
画
部
総
務
課
長
事

務
取
扱
兼 
秘
書
係
長
事
務
取
扱
）

山
内
清
人
▽
総
務
企
画
部
総
務
課

長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

学
校
教
育
課
長
）
益
田
輝
明
▽
総

務
企
画
部
自
治
振
興
課
長
（
経
済

部
地
域
振
興
課
長
）
山
本
克
則
▽

市
民
環
境
部
市
民
課
長
（
会
計
課

長
）
福
島
勝
己
▽
経
済
部
地
籍
調

査
課
長（
教
育
委
員
会
図
書
館
長
）

中
村
武
美
▽
経
済
部
地
域
振
興
課

長
（
経
済
部
農
林
水
産
課
長
補
佐

兼 
農
林
係
長
事
務
取
扱
）
本
田

浩
二
▽
建
設
部
土
木
課
長
（
宇
城

広
域
消
防
衛
生
施
設
組
合
事
務
局

長
）
野
田
鉄
雄
▽
網
田
支
所
長

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
長
補
佐
兼 

福
祉
係
長
事
務
取
扱
）
岩
見
年
一

▽
網
津
支
所
長
（
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
長
）
近
藤
啓
二
▽
会
計

課
長
（
会
計
課
長
補
佐
兼 
会
計
係

長
事
務
取
扱
）
木
村
百
合
子
▽
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
（
経
済

部
地
籍
調
査
課
長
）
下
田
英
一
▽

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校

教
育
課
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
部
生
涯
学
習
課
長
）
荒
木
繁

男
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

生
涯
学
習
課
長
（
市
民
環
境
部
市

民
課
長
）
山
本
桂
樹
▽
教
育
委
員

会
図
書
館
長
（
網
津
支
所
長
）
田

代
清
成
▽
宇
城
広
域
消
防
衛
生
施

設
組
合
に
派
遣
（
網
田
支
所
長
）

西
本
孝
一

【
課
長
補
佐
・
係
長
職
】

▽
健
康
福
祉
部
福
祉
課
長
補
佐

兼 
保
護
係
長
事
務
取
扱
（
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育
課

長
補
佐
兼 
総
務
係
長
事
務
取
扱
）

中
山
麗
慈
▽
健
康
福
祉
部
福
祉
課

長
補
佐
兼 
福
祉
係
長
事
務
取
扱

（
市
民
環
境
部
税
務
課
長
補
佐
兼 

固
定
資
産
税
係
長
事
務
取
扱
）
村

田
裕
成
▽
建
設
部
水
道
課
長
補
佐

兼 
建
設
係
長
事
務
取
扱
（
建
設
部

人権研修会の様子
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新 　刊　 案　 内

児　童　図　書一　般　図　書

ダイアナ・ウィン・ジョーンズ著バビロンまでは何マイル上･下坂東　眞砂子著血と聖
岸　信子著こちらたまご応答ねがいます加藤　昌隆著カミさんと登る九州名百山
菊池　雅之著かっこいいぞパトカー手嶋　龍一著ウルトラ・ダラー
長谷川　義史著しってるねん栗山　真由美著いまさら聞けない料理のイロハ
仲川　道子著１０ぴきのかえるのピクニックアシュリー・ヘギ著アシュリー
PHP研究所著シーン別英語事典エリザベス・コストヴァ著ヒストリアン１・２
のぶみ著おばけちゃんのバア！武内　隆著車中泊入門

きむら　ゆういち著ボクの犬宮崎　清著赤ちゃんわくわく絵本箱
ミーノ・ミラーニ著きっと天使だよ佐々木　譲著制服捜査
ジェズ・オールバラ著たかいたかい楡　周平著異端の大儀上･下

※下記以外にも新刊はたくさん入っています。図書館ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

問い合せ先　市立図書館　��４５１２　
ホームページアドレス
　（http：//www．city．uto．kumamoto．jp/lib/）

図書館からのお知らせ 

５月１７日　あみつ絵本の会
　　　２４日　宇城子ども劇場
　　　３１日　ひまわり会　山口
６月　７日　ひまわり会
　　　１４日　熊日童話会
日時　毎週水曜日　午後４時～（約２０～３０分）
場所　図書館　１階　児童図書室

���������

赤ちゃんのためのおはなし会
―０・１・２歳児対象のおはなし会です－

日時　毎月第３火曜日　午前１０時３０分～（約２０分）
場所　図書館　１階　児童図書室
５・６月の開催日　〔５月１６日・６月２７日〕

�������	�

―６月は環境月間―

☆環境関連図書・パネルコーナー☆
　６月５日は環境の日です。
　図書館では環境月間にちなみ、環境に関する
図書、パネルの展示を行います。皆さんも豊か
な自然環境を守り育てていくために
考えてみませんか。
展示期間　６月１日～６月３０日
展示場所　図書館２階　一般図書室

エレベーター前特別コーナー

水
道
課
長
補
佐
兼 
管
理
建
設
係

長
事
務
取
扱
）
野
添
秀
勝
▽
監
査

委
員
事
務
局
長
補
佐
兼 
次
長
事

務
取
扱
（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
長

補
佐
兼 
地
域
福
祉
係
長
事
務
取

扱
）
郷
絹
子
▽
総
務
企
画
部
総
務

課
主
幹
兼 
秘
書
係
長
事
務
取
扱

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
主
幹
兼 
子

育
て
支
援
係
長
事
務
取
扱
）
中
園

静
子
▽
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課

主
幹
兼 
広
報
電
算
係
長
事
務
取

扱
（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
主
幹
兼 

保
護
係
長
事
務
取
扱
）
福
嶋
哲
二

▽
市
民
環
境
部
市
民
課
主
幹
兼 

年
金
係
長
事
務
取
扱
（
教
育
委
員

会
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼 

給
食
管
理
係
長
事
務
取
扱
）
芥
川

小
夜
子
▽
市
民
環
境
部
税
務
課
主

幹
兼 
課
税
係
長
事
務
取
扱
（
市
民

環
境
部
税
務
課
主
幹
兼 
市
民
税

係
長
事
務
取
扱
）
杉
本
裕
治
▽
健

康
福
祉
部
福
祉
課
主
幹
兼 
子
育

て
支
援
係
長
事
務
取
扱
（
経
済
部

商
工
観
光
課
主
幹
兼 
観
光
物
産

係
長
事
務
取
扱
）
橋
本
五
月
▽
経

済
部
農
林
水
産
課
主
幹
兼 
農
林

係
長
事
務
取
扱
（
総
務
企
画
部
自

治
振
興
課
防
災
交
通
係
参
事
）
村

上
伸
▽
経
済
部
商
工
観
光
課
主
幹

兼 
観
光
物
産
係
長
事
務
取
扱
（
経

済
部
地
域
振
興
課
主
幹
兼 
マ

リ
ー
ナ
振
興
係
長
事
務
取
扱
）
瀧

口
卓
也
▽
建
設
部
水
道
課
主
幹

兼 
管
理
係
長
事
務
取
扱
（
総
務
企

画
部
企
画
情
報
課
主
幹
兼 
情
報

化
推
進
係
長
事
務
取
扱
）
大
原
太

▽
会
計
課
主
幹
兼 
会
計
係
長
事

務
取
扱
（
建
設
部
土
木
課
事
務
係

参
事
）
林
留
美
子
▽
議
会
事
務
局

主
幹
兼 
次
長
兼 
庶
務
係
長
事
務

取
扱
（
議
会
事
務
局
主
幹
兼 
庶
務

係
長
事
務
取
扱
）
宮
田
裕
三
▽
教

育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教

育
課
主
幹
兼 
総
務
係
長
事
務
取

扱
（
市
民
環
境
部
市
民
課
主
幹
兼 

年
金
係
長
事
務
取
扱
）
舩
田
元
司

▽
教
育
委
員
会
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
主
幹
兼 
給
食
管
理
係
長
事

務
取
扱
（
監
査
委
員
事
務
局
主
幹

兼 
次
長
事
務
取
扱
）
浅
川
陽
子

係
の
統
廃
合
に
つ
い
て

・
企
画
情
報
課
情
報
化
推
進
係
と

広
報
統
計
係
を
統
合
し
、
広
報
電

算
係
と
す
る
。

・
税
務
課
市
民
税
係
と
固
定
資
産

税
係
を
統
合
し
、
課
税
係
と
す
る
。

・
福
祉
課
地
域
福
祉
係
を
廃
止
し
、

事
務
分
掌
を
福
祉
課
福
祉
係
と
保

険
課
介
護
保
険
係
に
分
割
移
管
す

る
。

・
地
域
振
興
課
マ
リ
ー
ナ
振
興
係

を
廃
止
し
、
事
務
分
掌
は
商
工
観

光
課
観
光
物
産
係
に
移
管
す
る
。

係
の
新
設
に
つ
い
て

　

水
道
課
管
理
建
設
係
は
、
建
設

係
と
管
理
係
に
分
割
す
る
。
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複数の鳥が突然死亡するなど、病気を発見（疑う）した場合は県中央家畜保健衛生所　��６０２１まで連絡ください。

�������	
��
�������
愛玩鳥にも伝染病があります。特に、重大な伝染病は、ニューカッスル病と高病原性鳥インフル
エンザです。愛鳥が伝染病にかからないよう、予防対策を行いましょう。

家きんの伝染病 伝染病に感染すると、飼育している鳥類のほとんどが死亡してしまいます。

ニューカッスル病

毎年、国内での発生が認められる

高病原性鳥インフルエンザ

現在、日本にはない

開口呼吸

神経症状（頸部捻転）

突然の沈うつ

症状なく、すぐ死亡

家きん伝染病予防対策 　鶏、アヒル、ハトなど、ほとんどの愛玩鳥が伝染病にかかります。愛玩鳥
を伝染病から守るために、以下の事項を徹底しましょう。

①ウイルスの侵入を防止しましょう。

　飼育施設には、防鳥ネット等を設置し、ウイ
ルスを運ぶおそれのある野鳥等の侵入を防止し
ましょう。また、飼育施設内に入るときは、専
用の長靴等を用いましょう。
②消毒を実施しましょう。

　病気の発生を予防するとともに、飼育によっ
て生じた環境の汚染を防ぎましょう。
※消毒薬（逆性石けん）は薬局等で購入できます。

③ワクチン

　ニューカッスル病
については、ワクチ
ンがあります。
※日常から、飼育鳥

の衛生的な取扱い

と健康観察を徹底

しましょう。

鶏卵・鶏肉の安全性 　家きん伝染病が発生した場合には、　殺処分や移動制限が実施されますが、
これは、鶏等に伝染病が拡大するのを防止する措置であり、　流通している
鶏卵・鶏肉は食べても安全です。

�������

元東京キューバンボーイ
ズの仲間たち」

宇土市民会館自主文化事業

日　時　６月１８日（日）
　　　　午後６時開場　午後６時３０分開演
場　所　市民会館大ホール
入場料　全席自由　
　　　　前売　大人　　　　２，０００円
　　　　　　　高校生以下　１，０００円
　　　　当日　大人　　　　２，５００円
　　　　　　　高校生以下　１，５００円
プレイガイド　市民会館・カメヤ本店・ショッピング

センターピア・宇土シティ・市役所売
店・市役所網津支所・市役所網田支所

主　催　宇土市・宇土市教育委員会
支　援　宇土の文化を考える市民の会
問い合せ先　市民会館　��０１８８　��０１８９

託児をご利用される方は、申込みの際に予約してください。
問い合せ先　市自治振興課パートナーシップ推進係　��１１１１（内線２２１９）

「女性のための就職・再就職支援セミナー」
　就職・再就職を考える女性のためのセミナーです。託児も
ありますので、子育て中の方でもお気軽にご参加ください。

内容・開催日時　下表のとおり
対象者　市内に居住する、就職・再就職を考えている女性
定員　２０人（先着順）※原則４回受講できる方
場所　市勤労青少年ホーム１階講習室

日時講　師内　容講　義　名

６／８（木）
１０：３０～
１２：００

キャリアカ
ウンセラー
上村眞智子氏

自分自身を見つめ直し、
やりたい仕事・できる仕
事について考えましょう。

キャリアカウ
ンセリング

６／１５（木）
１０：３０～
１２：００

ヴエーネレ
講師

高野弘美氏

印象アップのためのカ
ラーコーディネート術な
ど。

印象アップ
セミナー

６／２２（木）
１０：３０～
１２：００

フリーアナ
ウンサー
橋本絵鯉子氏

印象のよい面接の心得を
伝授します。

面接の心得

６／２９（木）
１０：３０～
１２：００

金融広報ア
ドバイザー
椿久美子氏

家庭や家族に必要な経費
を見直しましょう。

ライフプラ
ンセミナー
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香
典
返
し

　

市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
香
典

返
し
と
し
て
、
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
長　

浜　

町　
　

中
嶋　

弘
幸

　

亡
母　
　

タ
マ
エ　
　
（
八
九
）

▽
三　

拾　

町　
　

澤
田　
　

直

　

亡
母　
　

ハ　

ル　
　
（
九
七
）

▽
新　

開　

町　
　

大
久
保
忠
勝

　

亡
妻　
　

フ
ミ
子　
　
（
八
四
）

▽
松　

山　

町　
　

中
川
ト
シ
子

　

亡
夫　
　

末　

光　
　
（
七
六
）

▽
松　

山　

町　
　

椎
葉　

咲
子

　

亡
夫　
　

房　

人　
　
（
八
四
）

▽
城　

塚　

町　
　

村
上　

襄
一

　

亡
母　
　

ツ
キ
ノ　
　
（
九
五
）

▽
戸　

口　

町　
　

濱
村　

賢
二

　

亡
母　
　

正　

子　
　
（
七
六
）

▽
長　

浜　

町　
　

山
本　

久
人

　

亡
姉　
　

マ
ス
ヨ　
　
（
七
四
）

▽
浦　

田　

町　
　

岩
�　

節
子

　

亡
夫　
　

慶　

三　
　
（
八
四
）

▽
上　
網　
田　
町　
　

森
田　
　

健

　

亡
叔
母　

ミ　

エ　
　
（
八
一
）

▽
下　
網　
田　
町　
　

薮
内　

幸
子

　

亡
夫　
　

桂　

介　
　
（
四
七
）

▽
走　

潟　

町　
　

渕
上　

正
代

　

亡
長
男　

仁　

志　
　
（
二
六
）

▽
網　

津　

町　
　

吉
田　

一
一

　

亡
妻　
　

光　

子　
　
（
六
八
）

▽
下　
網　
田　
町　
　

中
石
ヨ
ネ
子

　

亡
夫　
　

亀　

松　
　
（
五
九
）

▽
下　
網　
田　
町　
　

岡
崎　

一
孝

　

亡
母　
　

ハ　

ツ　
　
（
八
四
）

▽
網　

引　

町　
　

吉
田　

勝
彦

　

亡
父　
　

清　

人　
　
（
八
七
）

▽
門　

内　

町　
　

岩
村
由
紀
也

　

亡
母　
　

京　
　
　
　
（
八
二
）

▽
馬　
之　
瀬　
町　
　

柏
丸　

公
弘

　

亡
母　
　

ム
ツ
ミ　
　
（
九
六
）

▽
松　

山　

町　
　

後
藤　

和
枝

　

亡
父　
　

村
上
重
雄　
（
七
六
）

▽
長　

浜　

町　
　

船
田　

貞
明

　

亡
養
父　

義　

信　
　
（
九
一
）

▽
松　

山　

町　
　

松
本　
　

恵

　

亡
夫　
　

長　

一　
　
（
七
五
）

▽
栄　
　
　

町　
　

朝
瀬　
　

哲

　

亡
父　
　

繁　
　
　
　
（
六
七
）

　

次
の
方
か
ら
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 ��
�
�
�
�
�
 
（
敬
称
略
）

市
芸
術
文
化
振
興
基
金
に

▽
市
商
工
会
女
性
部

　

部
長　

石
田
紀
代
子

　
　

金
一
封

市
民
課
窓
口
に

▽
メ
ガ
ネ
の
ヨ
ネ
ザ
ワ
宇
土
店

　

老
眼
鏡
セ
ッ
ト

熊本県立宇土高等学校
〒８６９－０４５４　宇土市古城町６３
��００４３　��４７５３
ＨＰ　http://www.higo.ed.jp/sh/utohs/
mail　uto@bears.ed.jp

 ★高校総文祭・総体
     ６月２日から、熊本市を中心に 総
文祭、総体が開催されます。
   放送部、書道部、ヨット部、ボク
シング部、陸上部、ハンドボール部
など多くの部が活躍することで 
しょう。
   今年の総文祭の標語に、山田雄太
君（３年、鶴城中出身）の作品『創
造の種～咲かせよう文化の華』が選
ばれました。

� � � � � ＜ヨット部＞ 

　本校のヨット部は、毎週土・日曜を中心に宇土
マーナで潮のかおりを一杯に吸いながら、快適な帆
走を楽しんでいます。
  これまでインターハイと国体に出場するなど、目
覚しい活躍をしています。今年も６月の九州総体で、
ぜひともインターハイのキップを手に入れようと頑
張っています。

　宇土マリーナでは、土・日曜日に小学生から大人まで多くの人がヨット競技を
楽しんでいますが、昨年は網田中ヨット部が全国大会で優勝したこともあり、
ヨット競技への関心が高まっているのではないかと期待しています。興味ある方
は、是非宇土マリーナまで遊びに来てください。

�������

地 域 と の 交 流

　夏休み、冬休みの数日間を利用して１・２年生で将
来、教職を志望している生徒を中心に宇土小学校の
学習支援ボランティアに参加しています。
　１７年度で４回目の恒例の行事となりました。小学
生がどうしたら理解してくれるか、いつもとは逆の
教える立場に戸惑いながら大奮
闘。休み時間は身体一杯動かし
て子どもたちと一緒に遊びます。
高校生にとって将来への思いを
馳せる貴重な体験です。

�������	
�

　本校では、『船場川クリーン作
戦』にボランティアとして、個人
や部活動単位で積極的に参加しています。少しずつです
が、参加人数が増加していることを喜んでおります。
　昨年は、４月２９日と１１月２０日の２日間、慣れない手
つきで周辺の草刈やごみ拾いをし、心地よい汗をかきな
がら、清掃活動を行いました。残念ながら、学校行事や
クラブの大会などで参加できない時がありますが、この
ような地域の清掃活動には、これからも積極的に参加し
ていきたいと考えています。

�������	
�
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
た
ん
ぽ
ぽ
の
家

脳
の
健
康
教
室
参
加
者
募
集

「
文
学
に
親
し
む
会
」
の

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

文
学
に
親
し
む
会
（
井
上
松
雄

会
長
）
で
は
、
本
年
度
も
会
員
を

募
集
し
ま
す
。

　

講
師
は
、
現
近
代
文
学
・
緒
方

惇
、
中
村 
青  
史 
、
古
典
・
中
本
環

せ
い 
じ

   

、

た
ま
き

俳
句
・ 
川  
波 

か
わ 
な
み 

升 
、
文
学
評
論
そ
の

の
ぼ
る

他
・ 
城 

じ
ょ
う

武
信
、 
狩  
野 

か 
の
う �
 
し
ゅ
う 

鵬 
、
西
坂

ほ
う

早
苗
等
の
諸
先
生
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
文
学
に
関
心
の
あ
る
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

第
２
月
曜
日（
毎
月
１
回
）

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

場
所　

市
中
央
公
民
館

申
込
・
問
い
合
せ
先　

坂
本
節
子
さ
ん　
�
�
５
７
４
８

で
は
、「
脳
の
健
康
教
室
」
を
行
い

ま
す
。

内
容　

か
ん
た
ん
な
読
み
書
き
計
算

対
象
者　
　

歳
以
上
の
方
な
ら
ど

６５

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
６

カ
月
継
続
し
て
参
加
で
き
る
方

時
間　

毎
週
火
曜
日　

午
前　

時
〜

１０

場
所　

た
ん
ぽ
ぽ
の
家（
古
保
里
町
）

教
材
費　

１
カ
月
２
０
０
０
円

定
員　
　

人
（
応
募
多
数
の
場
合

２４

は
抽
選
に
な
り
ま
す
）

申
込
締
切　

５
月　

日
（
水
）

３１

問
い
合
せ
先　

た
ん
ぽ
ぽ
の
家　

�
０
９
６
（
３
５
８
）
４
１
１
７

家
庭
倫
理
講
演
会

　
「
家
庭
を
よ
く
す
る
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、
家
庭
に
お
い
て

心
の
教
育
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ

と
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
多
く
の
家
庭
が
そ
の
本

来
の
機
能
を
取
り
戻
す
た
め
の
実

践
を
提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日
時　

６
月
４
日
（
日
）　

　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

場
所　

ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ

講
師　

内
田
文
朗　

　
　
　

社
団
法
人
倫
理
研
究
所

入
場
整
理
券　

１
０
０
０
円

そ
の
他　

託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
せ
先　

　

岩
崎　

一
成　
�
�
１
２
５
６

　

高
岡
久
美
子　
�
�
４
４
５
６

第
２
回
リ
ハ
ビ
リ
動
創
生
の
会

絵
画
ク
ラ
ブ
作
品
展
開
催

　

昨
年
、
６
月
に
第
１
回
目
の
展

覧
会
を
開
催
。
今
回
は
、
絵
画　
２０

号
（　
�
×　
�
）
以
上
の
作
品

７２

６０

で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
絵
を

展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

期
間　

６
月
６
日
〜
６
月　

日
１１

展
示
場
所　

宇
城
市
不
知
火
美
術
館

問
い
合
せ
先　

辻
清
治　
�
�
３

８
２
２

ハ
ー
モ
ニ
カ
講
座
会
員
募
集

　

懐
か
し
い
曲
は
楽
譜
な
し
で
吹

け
る
の
が
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
す
。
さ

ぐ
り
吹
き
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

マ
ン
ド
リ
ン
・
バ
イ
オ
リ
ン
・
Ｈ

Ｃ
・
オ
ク
タ
ー
ブ
奏
法
な
ど
色
々

な
奏
法
が
分
か
る
と
さ
ら
に
楽
し

く
な
り
ま
す
。

期
日　

第
２
・
４
火
曜
日
（　

回
）

２２

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

定
員　
　

人
２０

講
師　

鈴
木
信
志
先
生

問
い
合
せ
先　

鈴
木　
�
０
９
６

５
（
３
２
）
５
８
５
５

第　

回
宇
土
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ

１５
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

期
日　

６
月　

日（
土
）

１０

場
所　

見
上
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

料
金　

２
０
０
０
円
（
参
加
料
）・

９
２
０
０
円
（
プ
レ
ー
料
・
食
事
付
）

参
加
資
格　

市
内
に
居
住
お
よ
び

市
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
参

加
料
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

６
月
５
日（
月
）

　

午
後
５
時
ま
で
（
定
員　

人
）

８０

競
技
方
法　

オ
ー
ル
６
イ
ン
チ
・

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア

組
合
せ　

事
務
局
で
行
い
ま
す
。

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
先　

市
民
体
育
館　
�
�
３

４
７
２

いらっしゃいませ

　網引町の住民で大事に祀られている
「いぼ地蔵」の御堂がこのほど地元の
方々の寄付により改修されました。
　この「いぼ地蔵」は自分の年の数だ
け菓子などを供えると願いが叶い、い
つの間にか「いぼ」が取れると伝えら
れています。
　この言い伝えを聞き、県外からも参
りに来る人もいるほど。また、老年の
人が供える菓子は豆でも良いとか、菓
子を供えたあとは振り返ってはいけな
いなど多くの言い伝えが残っています。
　小舟区の嘱託員を務める尾崎勝也さ
んは「地元の言い伝えを次世代にも繋
げ、これからも大事に守っていきた
い」と話しています。
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ス
ポ
ー
ツ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集

活
動
内
容　

○
市
教
育
委
員
会
・
市
体
育
協
会

主
催
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
・

野
球
大
会
の
受
付
・
採
点
な
ど

○
市
駅
伝
大
会
の
広
報
担
当
・
救

護
者
の
対
応
な
ど

年
会
費　

無
料

保
険
料　
（
年
間
）

　
　

歳
以
上
〜　

歳
未
満　

５
０
０
円

１８

６０

　
　

歳
以
上　

８
０
０
円

６０
そ
の
他　

資
格
は
不
要
。
年
間　
１０

回
程
度
の
行
事
に
自
分
の
都
合
の

よ
い
日
だ
け
手
伝
い
で
き
る
方
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
せ
先　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課　
�
�
３
４
７
２　

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
全
日
本
選

手
権
熊
本
県
予
選
大
会

　

４
月
９
日
、
県
立
総
合
体
育
館

で
全
日
本
選
手
権
熊
本
県
予
選
大

会
が
開
催
さ
れ
、
各
ク
ラ
ス
に
総

勢　

人
が
出
場
、
宇
土
市
か
ら
は

９８
男
子
７
人
、
女
子　

人
が
参
加
し
、

１４

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

宇
土
市
か
ら
上
位
入
賞
者
を
輩

出
し
た
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
。

シ
ニ
ア
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝　

塚
崎
康
子
・
今
村
敏
子
組

「
ク
ラ
ブ
宇
土
」
が
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
二
度
目
の
優
勝

　

３
月　

日
、　

日
に
菊
池
市
七

２５

２６

城
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第　

回
西

２３

日
本
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
熊

３
位　

高
橋
信
子
・
橘
エ
ミ
子
組

フ
リ
ー
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

準
優
勝　

本
田
小
百
合

ミ
ド
ル
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

準
優
勝　

竹
下
善
一

シ
ニ
ア
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝　

今
村
敏
子
、
準
優
勝　

磯

田
洋
子
、
３
位　

橘
エ
ミ
子

　

ダ
ブ
ル
ス
戦
の
優
勝
組
と
シ
ン

グ
ル
ス
の
上
位
２
人
は
、
７
月
に

東
京
都
で
行
わ
れ
る
全
日
本
選
手

権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
宇
土
市
か
ら
は
九
州
選

手
権
大
会
で
準
優
勝
し
た
高
江
律

子
・
浜
洲
浅
子
組
も
出
場
し
ま
す
。

本
予
選
会
開
催
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
宇

土
が
平
成　

年
度
の
初
優
勝
以
来

１６

２
度
目
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

大
会
２
日
目
は
、
好
天
に
恵
ま

れ
た
前
日
と
は
違
い
、
第
一
試
合

開
始
時
か
ら
、
悪
天
候
だ
っ
た
も

の
の
投
打
の
実
力
に
勝
っ
た
ク
ラ

ブ
宇
土
が
５
月
に
日
向
市
で
開
催

さ
れ
る
西
日
本
大
会
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。

２度目の優勝「クラブ宇土」の皆さん

第
１
回
カ
ネ
リ
ョ
ウ
カ
ッ
プ

中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会

　

４
月　

日
、　

日
住
吉
中
グ
ラ

２２

２３

ウ
ン
ド
他
３
会
場
で
第
１
回
カ
ネ

リ
ョ
ウ
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
２
０
０

６
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
県
下

各
地
か
ら　

校
が
出
場
し
、
開
催

１８

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
住
吉
中
後
援
会
が

中
学
生
間
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
初
め
て
開
催
し
た
も
の
。

　

開
会
式
で
は
、
協
賛
し
た
カ
ネ

リ
ョ
ウ
海
藻�
の�
木
良
樹
専
務

取
締
役
が
「
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
思
い
出
に
残
る
大
会
に
し
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
住
吉
中
の

松
本
和
樹
選
手
の
選
手
宣
誓
で
開

幕
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。

優　

勝　

鶴
城
中

準
優
勝　

植
木
中

3　

位　

住
吉
中
、
竜
北
中

地
域
を
見
守
る
婦
人
会

　

市
婦
人
会
で
は
市
内
７
小
学
校

で
新
１
年
生
の
保
護
者
を
対
象
に

就
学
時
健
診
や
体
験
入
学
の
時
間

を
利
用
し
て
、「
平
成　

年
度
家
庭

１７

教
育
支
援
総
合
推
進
事
業
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
で
子
育
て
の
悩
み

や
ス
ト
レ
ス
を
社
会
全
体
で
支
援

し
て
い
く
よ
う
な
意
識
づ
く
り
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

婦
人
会
で
は
、
今
後
も
新
１
年

生
を
は
じ
め
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
地
域
み
ん

な
で
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

実
施
し
た
講
演
は
次
の
と
お
り
。

花
園
小
「
私
の
子
育
て
あ
な
た
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
医
療
保
育
士　

園
田
あ
つ
子
先
生

網
田
小
「
家
庭
教
育
の
重
要
性
に

つ
い
て
」
法
泉
禅
寺
住
職　

藤
井

慶
峰
先
生

宇
土
東
小
「
勇
気
づ
け
の
家
庭
教

育
」
熊
本
大
学
柴
山
謙
二
先
生

宇
土
小
「
ラ
ッ
キ
ー
・
ハ
ッ
ピ
ー
・

う
れ
し
い
楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
中
級
）
本
多
聡
子
先
生

網
津
小
「
心
の
か
よ
い
合
う
親
子

関
係
を
築
く
た
め
に
」
親
業
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
藤
井
宥
希
子
先
生

走
潟
小
「
私
の
子
育
て
あ
な
た
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
医
療
保
育
士　

園
田
あ
つ
子
先
生

緑
川
小
「
私
の
子
育
て
あ
な
た
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
医
療
保
育
士　

園
田
あ
つ
子
先
生

松本和樹選手の選手宣誓

宇
土
校
区
会
長　

吉
川
満
璃
子

花
園
校
区
会
長　

緒
方　

絹
子　

網
津
校
区
会
長　

甲
斐
き
み
子

轟
校
区
会
長　
　

上
野
メ
グ
ミ

緑
川
校
区
会
長　

今
田
美
代
子

走
潟
校
区
会
長　

田
代
美
穂
子　

網
田
校
区
会
長　

寺
本
三
枝
子
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実施場所　宇城広域連合事務所２階まちづくり討論室（宇城警察署近く）
募集人員　各期講座２０人程度
申込資格　宇城圏域（宇土市、宇城市および下益城郡）に在住の方
受　講　料　テキスト代を当日集めます（表参照）
申込方法　電話（土・日・祝日を除く平日の午前９時～正午、午後１時～午後５時）またはＦＡＸ
募集期間　５月２２日（月）～５月２４日（水）（サポートデスクは開催日の当日に随時受け付けます。
そ　の　他　受講者は各講座申込順とし、受講できる方のみ後日通知します。なお、各講座定員になり次第締

め切ります。各講座１回あたり３時間。
午後の部：午後２時～午後５時　夜間の部：午後６時３０分～午後９時３０分。

申込み・問い合せ先　宇城広域連合企画係　��４１４４　��４１５２

内　容受講料講　座　日　時講　座　名

・パソコン（ＯＳ）の基本操作からマウスの操作方法、
文字（文書）の入力方法など、初歩からご説明します。

各期
２，０００円

６月８日、１５日
（木曜日　全２回）

超初心者
パソコン入門

・Ｗｏｒｄの図面構成、文書作成の基礎（文書の入力・
編集、ファイルの保存・印刷の設定等）基本的な操作方
法をご説明します。

各期
３，０００円

６月６日、１３日、２０日
（火曜日　全３回）

Ｗｏｒｄ
基礎編

・Ｅｘｃｅｌの画面構成、表作成の基礎（データの入力・
編集、シートの保存・印刷の設定等）基本的な操作方法
をご説明します。

各期
３，０００円

６月２２日、２９日、７月６日
（木曜日　全３回）

Ｅｘｃｅｌ
基礎編

・Ｗｏｒｄ基礎編の復習、文書作成の応用（拡張書式、
図形描画等）、確認問題など応用的な操作方法をご説明
します。

各期
３，０００円

７月４日、１１日、１８日
（火曜日　全３回）

Ｗｏｒｄ
応用編

・Ｅｘｃｅｌ基礎編の復習、表作成の応用（関数の利用、
絶対参照等）、確認問題など応用的な操作方法をご説明
します。

各期
３，０００円

７月１３日、２０日、２７日
（木曜日　全３回）

Ｅｘｃｅｌ
応用編

・パソコン操作および講座などのなんでも相談窓口無　料
６月２７日、７月２８日、９月２８
日、１０月２６日、１１月３０日

安心の
サポートデスク

※サポートデスクは、パソコン操作のインストラクター１人が５日間、パソコン操作・講座等の相談窓口として常駐で
圏域住民のサポートを行います。ただし、原則として連合事務所内での相談に限ります。

※サポートデスクは、原則として１人あたり３０分程度でお願いします。使用するパソコンの基本システムはＷｉｎｄｏ
ｗｓＸＰです。

第　

回
全
九
州
防
具
式

１９

空
手
道
大
会
結
果

　

４
月
９
日
、
第　

回
全
九
州
防

１９

具
空
手
道
大
会
が
御
船
町
で
開
催

さ
れ
、
１
９
６
人
が
出
場
し
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

宇
土
市
関
係
の
成
績
は
、
小
学

４
年
生
の
部
で
泰
道
館
の
佃
直
樹

選
手
が
２
位
、
藤
野
巧
美
選
手
が

３
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

ま
た
、
４
月　

日
に
合
志
市
で

２３

第
１
回
誠
拳
杯
空
手
道
大
会
が
行

わ
れ
、
１
８
０
人
が
出
場
。
小
学

泰道館の皆さん

４
年
生
の
部
で
佃
直
樹
選
手
が
２

位
の
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

スポーツで仲間づくりと健康づくりを

会費【個人会員】
中学生以下の小人 � 年会費　４，０００円 　月あたり　３３３円 
６０歳以上の大人 �� 年会費　５，３００円 　月あたり　４４１円 
高校生以上５９歳以下の大人 � 年会費　７，０００円 　月当たり　５８３円 

便利でお得な家族会員・企業会員も用意しています。
問い合せ先　ＮＰＯ法人うとスポーツクラブ　��３４９３

活動の風景をＨＰ上で動画で紹介しています。

http://www.uto-sc.jp/index.html

�������	
��
��

　約３０種目のスポーツを用意している『うと
スポーツクラブ』では、いつでも、どこでも、
だれでも、だれとでも、いつまでも楽しめる
スポーツクラブとして活動中です。
　健康づくり、仲間づくりなど、さまざまな目的に対応で
きますので、一度クラブの活動を見学してみませんか。
　皆さんのお越しをお待ちしています。
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３
月　

日
〜　

日
、
富
山
県
で

２５

２９

第
１
回
春
の
全
国
中
学
生
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、

鶴
城
中
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が

準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
は
、
全
国
の
男
女　
９２

チ
ー
ム
が
出
場
。
県
代
表
と
し
て

出
場
し
た
同
部
は
順
調
に
勝
ち
あ

が
り
、
準
決
勝
で
大
分
県
東
陽
中

に　

―　

で
快
勝
し
、
初
代
チ
ャ

２６

１７

ン
ピ
オ
ン
の
座
を
目
指
し
、
決
勝

に
臨
み
ま
し
た
が
、
岡
山
県
下
津

井
中
に
善
戦
し
た
も
の
の
惜
敗
し

ま
し
た
。

輝
い
て
る
ね

芥川拓也さん
（走潟町）

網田ふれあい市

期日　５月２１日（日）
時間　午前９時～
場所　網田海岸公園
※雨天決行、駐車場あり

　ふれあい市では、新し
さと安さをモットーに地
元で採れた新鮮な野菜、
果物、魚介類な
どを取り揃えて
います。
　家族ご一緒に
お楽しみください。

問い合せ先

ふれあい市実行委員会事務局
　��００３１　��０２８０

　

惜
し
く
も
優
勝
を
逃
し
ま
し
た

が
、
諌
山
由
佳
主
将
は
「
夏
の
中

体
連
で
は
、
全
国
制
覇
を
目
指
し
、

頑
張
り
ま
す
」
と
力
強
く
今
後
の

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

３
月　

日
に
三
重
県
で
開
催
さ

２７

れ
た
第　

回
都
道
府
県
対
抗
全
日

１７

本
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に

鶴
城
中
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
３

年
生
の
奥
村
祐
也
君
、
山
上
絋
平

君
が
出
場
。

　

２
人
は
、
中
学
１
年
生
か
ら
県

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
活
躍
し
て

お
り
、
同
大
会
で
は
熊
本
県
選
抜

の
中
心
選
手
と
し
て
出
場
し
、
接

戦
を
勝
ち
上
が
り
、
決
勝
に
進
出

し
ま
し
た
。
３
連
覇
を
狙
っ
た
優

勝
候
補
の
奈
良
県
選
抜
に
惜
敗
し

ま
し
た
が
、
見
事
、
準
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
女
子
の
部
に
は
、
同
中

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
２
年
生
の

奥
村
す
ず
な
さ
ん
、
須
藤
霞
さ
ん
、

全
国
大
会
や
九
州
大
会
で
大
活
躍

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
も
活
躍

藤
川
蘭
さ
ん
、
矢
羽
田
知
里
さ
ん
、

山
口
史
さ
ん
、
中
村
彩
乃
さ
ん
が

熊
本
県
選
抜
と
し
て
出
場
。
順
調

に
勝
ち
上
が
り
、
準
々
決
勝
で
宮

城
県
選
抜
に
惜
敗
し
ま
し
た
が
、

６
人
と
も
に
２
年
生
で
あ
り
、
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
第　

回
九
州
地
区
中
学

１８

校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
が

宮
崎
県
で
開
催
さ
れ
、
県
選
抜
と

し
て
同
中
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

３
年
生
の
野
口
泰
志
君
、
デ
ィ
マ

ウ
ロ
・
マ
ル
コ
君
が
出
場
。
強
豪

選
手
ば
か
り
集
ま
る
大
会
で
圧
倒

的
な
力
を
見
せ
つ
け
、
見
事
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

全国準優勝の鶴城中女子ハンドボール部
の皆さん

全国ベスト８の鶴城中
女子ソフトテニス部の
皆さん

全国準優勝、九州優勝
を果たした男子ソフト
テニス部

�
����

Ｑ．今の仕事は？動機は？

Ａ．農業（花栽培（スイートピー、トル
コキキョウ））をしています。きっか
けは、子どものころから、いつかは
やると思っていました。

Ｑ．趣味は？

Ａ．ソフトボール、ドラム、読書
Ｑ．将来の夢は？

Ａ．一度でいいから甲子園球場で野球　
　をやってみたい
Ｑ．理想のタイプは？

Ａ．滝川クリスティーナ（アナウンサー）
Ｑ．「伝えたいひとこと」とその相手は？

Ａ．我が家の２人の息子へ
　　いつも楽しませてもらっています。
　　君たちのタフさには頭が下がります。
Ｑ．次は誰を？

Ａ．齊藤敬輔さんを
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「食べ過ぎないでバランスよく食べる」ことが大切とわかっていても、具体的なことがなかな
かわからなかったり、実行できなかったり･･･

食事の望ましい組合せやおよその量が“コマ”を使って示されたものです

食食食食食食食食食食食食食食食食事事事事事事事事事事事事事事事事ババババババババババババババババラララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンススススススススススススススススガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイ食事バランスガイドドドドドドドドドドドドドドドドド

市管理栄養士　竹口

そんな方は是非、食品ではなく料理で考えられる「食事バランスガイド」を上手に活用しましょう。

☆
食
中
毒
予
防　

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
☆

問い合せ先

宇城保健所　��１１４７

　昨年の熊本県内の食中毒発生は１６件、患者数は３６６人です。ノロウイルスが原因の食中毒
も全国で多くの発生が報告されています。
　これからの季節、細菌性の食中毒が発生しやすくなります。次のことを参考にして家庭での
食中毒対策を行いましょう。

�������	
��
��

⑥　

残
っ
た
食
品

・
き
れ
い
な
器
具
、
食
器
を
使
っ

て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

・
時
間
が
経
ち
過
ぎ
た
ら
、
思
い

切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

・
温
め
直
す
時
も
十
分
に
加
熱
し

ま
し
ょ
う
。
み
そ
汁
な
ど
は
沸

騰
す
る
ま
で
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

・
ち
ょ
っ
と
で
も
怪
し
い
と
思
っ

た
ら
、
口
に

入
れ
ず
に
捨

て
ま
し
ょ
う
。

①　

食
品
の
購
入

・
生
鮮
食
品
は

新
鮮
な
も
の

を
購
入
し
ま

し
ょ
う
。

・
表
示
の
あ
る

食
品
は
消
費

期
限
な
ど
を
確
認
し
て
購
入
し

ま
し
ょ
う
。

・
冷
凍
、
冷
蔵
さ
れ
て
い
る
食
品

は
早
め
に
家
庭
へ
持
ち
帰
っ
て

冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

②　

家
庭
で
の
保
存

・
冷
凍
庫
、
冷
蔵
庫
は
詰
め
す
ぎ

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
７
割
程

度
が
目
安
で
す
。

・
冷
凍
庫
、
冷
蔵
庫
は
庫
内
が
き

ち
ん
と
冷
え
て
い
る
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

・
肉
や
魚
、
卵
は
肉
汁
な
ど
が
他

の
食
品
に
つ
か
な
い
よ
う
に
し

た
り
、
取
り
扱
い
の
前
後
で
手

洗
い
を
き
ち
ん
と
行
う
な
ど
し

ま
し
ょ
う
。

③　

下
準
備

・
台
所
は
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う

（
ご
み
・
ふ
き
ん
・
タ
オ
ル
・

調
理
台
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
）

・
手
や
食
品
、
調
理
器
具
は
き
れ

い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

④　

調　

理

・
加
熱
は
十
分
に
し
ま
し
ょ
う
。

目
安
は
中
心
部
の
温
度
が　

℃
７５

で
１
分
間

以
上
で
す
。

・
料
理
を
そ

の
ま
ま
室

温
で
放
置

し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤　

食　

事

・
清
潔
な
手
で
、
清
潔
に
盛
付
け
、

き
れ
い
に
手
を
洗
っ
て
食
卓
に

つ
き
ま
し
ょ
う
。

・
温
か
い
料
理
は
温
か
く
（　

℃
６５

以
上
）、
冷
や
す
料
理
は
冷
た

く
（　

℃
以
下
）
い
た
だ
き

１０

ま
し
ょ
う
。
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申込・問い合せ先　市保健センター　��２３００

　２月の検診申し込み調査で申し込まれていない
方の追加申し込みを受け付けますので、下記の日
程をご確認のうえ、電話等でお申し込みください。
　検診の受付時間はその際にお尋ねください。検
診項目は、ご自分で選択してお申し込みいただけ
ます。　１８年度（来年３月まで）のこれらの検診の
集団検診は下記の日程で終了します。

個人負担
検診項目

７０歳以上４０～６９歳４０歳未満
無　料１，３００円３，４００円基本健診

５００円１，４００円２，３００円胃がん検診

２００円５００円８００円大腸がん検診

３００円１，０００円１，７００円腹部超音波検診

２００円５００円８００円肺がん検診

４００円
２０～６９歳

１，１００円
子宮がん検診
（女性のみ）

全年齢　超音波方式　２，５００円
　　　　　　　マンモグラフィー　　３，５００円

乳がん検診
（女性のみ）

日程

平成１８年度複合検診を実施中です

会　場期　日

市保健センター５月２２日（月）・　　２３日（火）

網田農業者トレーニングセンター５月２４日（水）

網津多目的研修会施設
５月２５日（木）

６月　１日（木）

市保健センター６月　２日（金）　～４日（日）

健康カレンダー
記事に関する問い合せは、市保健センター　��２３００まで

対象・その他受付時間場所内　容月　日

妊　婦午前１０時
　～１０時１５分

市
保
健
セ
ン
タ
ー

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

毎　週
火曜日

１７年１０月生まれ午後　１時
　～　１時１５分

６カ月児
健康診査

　５．１８

１８年３月生まれ午前　９時１５分
　～　９時３０分すくすく学級　５．２４

１５年４月生まれ午後　１時
　～　１時１５分

３歳児
健康診査

　５．２５

１８年２月生まれ午後　１時
　～　１時１５分

３カ月児
健康診査

　６．　１

１７年２月生まれ午前　９時
　～　９時１５分幼児教室歯科　６．　５

１７年１１月生まれ午後　１時
　～　１時１５分

６カ月児
健康診査　６．　８

１６年５月生まれ午前　９時
　～　９時１５分ぴかぴか教室　６．　８

１６年１１月生まれ午後　１時
　～　１時１５分

１歳６カ月児
健康診査　６．１４

１５年５月生まれ午後　１時
　～　１時１５分

３歳児
健康診査

　６．１５

日曜・祭日当番医

電　話病・医院名月　日

２２－０２４１尾崎医院
　５．１４

２３－５８５１草場医院

２２－３６９２本多胃腸科内科医院
　５．２１

２２－１４１９�木皮膚科医院

２２－００１７金森医院
　５．２８

２２－５５２２田山産科婦人科医院

２２－０００２福田医院
　６．　４

２３－２３４１もろが整形外科医院

２２－１２３４石垣医院
　６．１１

２２－１０８１くまもと心療病院

２２－３２０３吉窪内科放射線科医院
　６．１８

２２－０８７３吉田耳鼻咽喉科医院

（診療時間：午前９時～午後５時）

※０１２３親子の広場は、５月１５日、２９日、６月１２日に利用でき
ます。５月２２日は複合検診、６月５日は幼児歯科教室のため
利用できません。

　市保健センターでは、毎週金曜日に健康相談を
行っています。赤ちゃんから高齢者の方まで、ど
なたでもご利用できます。気軽にご利用ください。
受付時間　午前９～１１時
　　　　　（事前に電話での予約が必要です）
内　　容　身体測定、体脂肪測定、栄養相談など
その他、健康に関することで相談したいことがあ
る方はご相談ください。

健康相談をご利用ください

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年平成１８年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日ポリオ予防接種前期日程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程

受付時間場所期　日

午後１時１０分～
午後２時２０分

診察は午後１時３０分～

市
保
健
セ
ン
タ
ー

５月１９日（金）

当日は、問診票・母子手帳・必要な場合は委任状
をご持参ください。
体調の良い時に、できるだけ３カ月～１歳半の間
に受けましょう。
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４
月　

日
、
道
の
駅
、
海
の
駅

１８

「
宇
土
マ
リ
ー
ナ
」
に
、
物
産
館

「
宇
土
マ
リ
ー
ナ
お
こ
し
き
館
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

敷
地
面
積
は
約
１
万�
。
物
産

館
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
木
造
併

用
造
り
平
屋
で
、
約
６
０
０�
。

　
　

人
が
出
席
し
、
オ
ー
プ
ン
前

７０
に
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

田
口
信
夫
市
長
が
「
宇
土
マ
リ
ー

ナ
お
こ
し
き
館
が
、
多
く
の
方
に

幅
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
地

元
の
方
々
の
た
め
に
お
役
に
立
つ

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
田
口
市
長
、
九
谷
弘
一
県

議
、
河
野
龍
之
祐
市
議
会
議
長
ら

８
人
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
し
て
、

オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　
　

館
内
に
は
、
有
明
海
で
そ
の

日
の
朝
に
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮

な
魚
介
類
や
、
網
田
ネ
ー
ブ
ル

な
ど
地
元
特
産
の
か
ん
き
つ
類

な
ど
が
販
売
さ
れ
、
宇
土
市
を

代
表
す
る
品
々
が
ず
ら
り
。

　

ま
た
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
だ
定
食
を
提
供
す
る
「
漁
師

食
堂
」
や
宇
土
伝
統
工
芸
品

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
焼
き
ノ
リ

を
使
っ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、

網
田
ネ
ー
ブ
ル
を
使
っ
た
ど
ら

焼
き
な
ど
も
販
売
さ
れ
、
特
産

品
販
売
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

敷
地
内
に
は
、
昨
年
夏
、
宇

土
マ
リ
ー
ナ
か
ら
大
阪
湾
ま
で

馬
門
石
製
の
石
棺
を
運
ん
だ
古
代

船
「
海
王
」
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

商
業
、
観
光
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

が
一
度
に
楽
し
め
ま
す
。

　

開
館
時
間
は
直
売
所
が
午
前
９

時　

分
〜
午
後
６
時
、
漁
師
食
堂

３０
が
午
前　

時
〜
午
後
３
時
。
毎
月

１１

第
２
・
４
水
曜
が
休
館
日
に
な
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
せ
先　

宇
土
マ
リ
ー
ナ
お

こ
し
き
館　
�
�
１
７
８
８

�
�
�
��
�
�
�
�
	
�

�
�
�
��
�
�
�
�
	
�
��

宇
土
マ
リ
ー
ナ
お
こ
し
き
館
オ
ー
プ

宇
土
マ
リ
ー
ナ
お
こ
し
き
館
オ
ー
プ
ンン

市
の
木

き
ん
も
く
せ
い

市
の
花

あ
じ
さ
い

市
の
鳥

メ
ジ
ロ

来館者が手にした買い物かごは、特産品でいっぱい

　オープン初日の来館者数は６，０００人

人口

心ゆたかな環境創造の宇土市

市 の う ご き
平成１８年５月１日現在

　３８，６３７人　（＋　５５人）

　１８，４８５人　（＋　２４人）

　２０，１５２人　（＋　３１人）

　１３，３０３世帯（＋　４３世帯）

（　）内は前月比

高齢者　あなたのマナーで防ぐ事故

市の交通事故発生件数
 １月１日から  ４月３０日まで平成
１８年

平成
１８年

発生件数　　７９件（－　５件）

死　者　数　　　２人（＋　２人）

負傷者数　　９９人（－　２１人）

（　）内は前年
�

比

本文は古紙配合率１００％
再生紙を使用しています
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表
紙
の
写
真
は
、
網
田
小
・
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
が
行
っ
た
潮

干
狩
り
の
様
子
で
す
。

▼
両
校
は
、
昨
年
度
か
ら
文
部
科

学
省
の
教
育
研
究
開
発
校
の
指
定

を
受
け
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
一

貫
教
育
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
人

と
の
関
わ
り
体
験
科
」
や
「
創
造

表
現
科
」、「
そ
ろ
ば
ん
の
時
間
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
を
取
り
入

れ
、
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で
９
年
間
で
段
階
的
な
授
業

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
授
業
は
、
地
元
の
海
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
し
て
、
弁

当
を
い
っ
し
ょ
に
食
べ
、
み
ん
な

で
潮
干
狩
り
。

　

上
級
生
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ

ん
た
ち
は
、
下
級
生
の
手
を
握
り
、

貝
の
掘
り
方
や
海
で
の
歩
き
方
な

ど
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

▼
４
月
に
入
学
・
入
社
し
た
皆
さ

ん
、
新
し
い
環
境
に
挑
み
１
カ
月

過
ぎ
ま
し
た
が
、
慣
れ
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
？

　

だ
れ
も
が
、
経
験
す
る
新
し
い

環
境
。
戸
惑
い
、
悩
む
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
が
、
前
を
向
い
て
明

る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
歩
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
（
５
）


